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世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©
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　﹁
日
本
に
い
た
ら
、
い
つ
に

な
っ
た
ら
自
分
の
番
が
回
っ
て

来
る
の
か
分
か
ら
な
い
﹂
と
し

び
れ
を
切
ら
し
た
日
本
人
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

続
々
と
訪
れ
始
め
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
観
光
客
で
も

予
約
な
し
で
無
料
で
接
種
で
き

る
か
ら
だ
。

　
米
国
は
、
ま
だ
日
本
や
韓
国

と
い
っ
た
感
染
率
の
低
い
国
か

ら
の
入
国
し
か
認
め
て
お
ら

ず
、
レ
ベ
ル
4
に
指
定
さ
れ
た

イ
ギ
リ
ス
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
や
中
国
か
ら
は
米
国
に
入

国
で
き
な
い
状
況
だ
。
し
た
が

っ
て
、
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
処
置
は
、
日
本
人
に
と
っ
て

は
優
遇
さ
れ
た
措
置
と
言
え
、

悠
々
と
接
種
で
き
る
の
も
、
中

国
人
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
ま
だ

米
国
に
入
っ
て
来
な
い
今
の
う

ち
と
も
言
え
そ
う
だ
。

　
日
本
か
ら
の
Ｎ
Ｙ
ワ
ク
チ
ン

観
光
３
泊
５
日
ツ
ア
ー
を
企
画

し
た
の
は
﹁
あ
っ
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
﹂
社
︵
本
社
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
︶
の
土
橋
省
吾
社
長
。
同
社

長
に
よ
る
と
、
企
画
を
発
表
し

て
１
週
間
で
、
日
本
か
ら
の
予

約
が
１
０
０
件
近
く
も
殺
到
し

た
と
い
う
。
中
に
は
一
部
上
場

企
業
の
社
長
が
電
話
１
本
で
予

約
を
決
め
た
り
、若
手
経
営
者
、

富
裕
層
か
ら
の
申
し
込
み
が
多

い
と
い
う
。

　
日
本
か
ら
訪
米
し
て
ま
で
Ｎ

Ｙ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
同
社
が
挙
げ
る
の

は
ま
ず
い
つ
で
も
ワ
ク
チ
ン
が

打
て
る
こ
と
、
旅
行
者
に
便
利

な
１
回
限
り
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・

エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
打
て

る
こ
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
価
格

の
ホ
テ
ル
代
は
通
常
の
３
分
の

１
と
現
在
非
常
に
安
い
こ
と
、

す
べ
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
手

配
は
、
集
合
場
所
か
ら
接
種
会

場
ま
で
の
付
き
添
い
、
通
訳
ま

で
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
す

る
こ
と
な
ど
。

　
日
本
国
内
で
は
、
や
っ
と
高

齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

っ
た
ば
か
り
。
し
か
も
予
約
を

取
る
の
は
宝
く
じ
の
よ
う
な
運

任
せ
。
政
府
が
目
標
と
す
る
７

月
末
ま
で
に
高
齢
者
の
接
種
が

終
了
す
る
か
ど
う
か
も
微
妙

だ
。
東
京
、
大
阪
、
北
海
道
、

岡
山
、
広
島
、
福
岡
に
非
常
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
、
外
出
自
粛

で
買
い
物
や
観
光
に
行
く
場
所

も
な
く
家
の
中
に
籠
り
っ
ぱ
な

し
を
考
え
た
ら
、
３
泊
５
日
で

さ
っ
さ
と
Ｎ
Ｙ
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
済
ま
せ
て
帰
っ
て
き
た
い

と
考
え
る
人
が
い
て
も
不
思
議

は
な
い
。︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

ワ
ク
チ
ン
接
種
ツ
ア
ー

日
本
か
ら
続
々
Ｎ
Ｙ
へ

　
ク
オ
モ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

知
事
が
17
日
、
今
月
19
日
か
ら

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
対
す
る
マ

ス
ク
の
着
用
と
６
フ
ィ
ー
ト
の

距
離
の
確
保
は
不
要
と
発
表
し

た
こ
と
で
、
先
に
米
疾
病
対
策

セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
が
発
表

し
て
い
た
同
様
措
置
と
足
並
み

を
揃
え
る
格
好
に
な
っ
た
。
同

日
か
ら
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
博

物
館
、
美
術
館
、
小
売
業
、
オ

フ
ィ
ス
な
ど
で
の
収
容
人
数
制

限
を
撤
廃
す
る
。
ア
ウ
ト
ド

ア
飲
食
店
の
深
夜
営
業
を
許

可
、
屋
内
レ
ス
ト
ラ
ン
の
深
夜

営
業
は
５
月
31
日
か
ら
許
可
す

る
。
屋
外
で
の
集
会
は
、
最
大

５
０
０
人
ま
で
認
め
る
。
屋
内

で
の
収
容
人
数
規
制
上
限
を

２
５
０
人
ま
で
と
す
る
。
屋
内

の
住
宅
で
の
集
ま
り
に
つ
い
て

は
最
大
50
人
ま
で
の
収
容
を
認

め
る
。
　
公
共
交
通
機
関
の
利

用
時
や
空
港
、
駅
な
ど
の
交
通

ハ
ブ
に
滞
在
時
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
完
了
者
も
引
き
続
き
マ
ス

ク
着
用
が
必
要
と
な
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
者
と

は
、
2
回
接
種
型
ワ
ク
チ
ン
の

2
回
目
を
接
種
後
2
週
間
が
経

過
し
て
い
る
者︵
フ
ァ
イ
ザ
ー
、

モ
デ
ル
ナ
︶
も
し
く
は
1
回
接

種
型
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
後
2
週

間
が
経
過
し
て
い
る
者
︵
ジ
ョ

ン
ソ
ン
＆
ジ
ョ
ン
ソ
ン
︶。

接
種
し
た
ら
マ
ス
ク
着
用
不
要

ボートハウスもオープンし、NY 市民や観光客も日常を取り戻しはじめた (15 日、セントラルパークで、写真・三浦良一）

来
週
号
は
お
休
み
し
ま
す
＝
５
月
は
発
行
日
の
土
曜
日
が
５

回
あ
る
の
で
５
月
29
日
号
は
６
月
５
日
号
と
の
合
併
号
と
な

り
ま
す
。
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
は
月
４
回
発
行
で
す
。
次
回
配
達

は
６
月
３
日
︵
木
︶
と
な
り
ま
す
。
　
Ｎ
Ｙ
生
活
プ
レ
ス
社

日常へ
漕ぎ出す

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
部
、

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
ボ
ー
ト

ハ
ウ
ス
が
戻
っ
て
き
た
。
レ
ス

ト
ラ
ン
も
オ
ー
プ
ン
、
池
の

ボ
ー
ト
も
水
し
ぶ
き
を
上
げ
始

め
た
。

　
マ
ス
ク
着
用
の
義
務
も
な
く

な
り
、笑
顔
が
眩
し
い
。ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
民
は
、
い
ま
再
び
の

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　　
手
に
し
た
オ
ー
ル
は
ま
だ
ま

だ
ず
っ
し
り
と
重
た
い
が
、

静
か
に
静
か
に
漕
ぎ
出
し
た
。

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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https://nipponexpressusa.com/
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NY相談サービスデスク開設のお知らせ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
昨
今
、
ア
メ
リ

カ
の
高
い
医
療
費
に
将
来
の
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
は
、
日
本
帰

国
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
﹁ FURUSA

TO
 

PRO
JEC

T

﹂
の
一
員
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
相
談
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
﹁
訪
問
看
護
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
か
ざ
ぐ
る
ま
﹂
が
日
本
全
国
に
持
つ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
皆
様
が
想
像
す
る
﹁
日
本

で
過
ご
す
幸
せ
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
﹂
の
実
現
の
お
手
伝
い
を
全

力
で
し
て
参
り
ま
す
。

「FU
R
U
S
A
T
O
 P
R
O
J
E
C
T

」

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
無
料
会
員
募
集
！

　
今
後
弊
社
で
は
、
日
本
の
専

門
家
に
よ
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
定
期
的
な
開
催

︵
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
が
安
全
に

な
れ
ば
実
際
に
会
場
を
借
り
て

の
Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
も
検
討
︶
を

は
じ
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
様
々
な

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す

が
、
一
方
通
行
な
情
報
提
供
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
Ｎ
Ｙ

地
区
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
同

士
が
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
悩

み
を
シ
ェ
ア
し
た
り
情
報
交
換

が
で
き
る
﹁
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
﹂
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
際
し
て
、
た
だ
い
ま
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
登
録
い
た
だ

き
ま
す
と
、
役
立
つ
情
報
を
こ

ま
め
に
得
ら
れ
る
ほ
か
、
個
人

相
談
で
ご
希
望
に
添
っ
た
具
体

的
な
情
報
︵
一
部
有
料
︶
も
入

手
で
き
ま
す
。

＊
注
：
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁F

U
R

U
SA

T
O

 P
R

O
J-

E
C

T

﹂
は
、
特
定
の
介
護
施
設

へ
の
契
約
獲
得
を
目
的
に
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
日
本
帰
国
後
も
ご
自

宅
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
﹁
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ア
ダ
ル
ト
﹂
の
皆
様

の
会
員
登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECTについての
お問い合わせ、NYコミュニティ
（無料）会員登録については、NY
相談デスク担当／ニューヨーク生活
プレス社社長　久松　茂まで、Eメー
ルでご連絡ください。

hisamatsu@nyseikatsu.com

無料NYコミュニティ参加の特典
・日本の情報などこれからの老後生活に

有益な情報がメルマガで得られます。

・オンライン・ワークショップなどの
案内が一般募集より前に届きます。

・ワークショップなどに参加できな
かった方も、後日セミナー動画の閲
覧が可能。

・お悩みごとに対して相談窓口が対応
します。

・ニューヨークでの現地有益情報のご
提供。

・オンライン健康コンサルティングの
料金特別割引など。

有
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
始
動
！

　
４
月
か
ら
、FU

R
U

SA
T

O
 

PR
O

JE
C

T

無

料N
Y

コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
並
行
し
、
よ
り
具

体
的
で
詳
細
な
情
報
を
必
要
と

さ
れ
て
る
方
向
け
に
新
し
く
有

料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

●
有
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
員
特

典・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︵
有
料

会
員
の
方
同
士
を
繋
ぎ
ま
す
︶

・
有
料
会
員
向
け
メ
ル
マ
ガ︵
月

1
回
日
本
帰
国
に
関
す
る
有
益

情
報
を
配
信
︶

・
主
催
セ
ミ
ナ
ー
優
先
案
内
と

優
先
申
込

・
有
料
会
員
限
定
イ
ベ
ン
ト
実

施
︵
一
時
帰
国
プ
ラ
ン
や
住
ま

い
探
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画

予
定
︶ 

・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
員
向

け
の
特
典
も
全
て
受
け
ら
れ
ま

す
。

料
金:  

月
１
６
５
０
円︵
税
込
︶ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン:  

先
着
限
定

10
名
様
　
初
月
１
１
０
０
円

︵
税
込
︶

コロナ禍により、今後のＮＹコミュニティ活動

も当面はオンラインで行われます。FURUSATO 

PROJECTでは、10年以上の実績がありコン

ピュータ初心者への指導に定評のある講師をご

紹介いたします。これを機にコンピュータの初

歩的な機能を覚えてみませんか？　見える世界

が広がりますよ！
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378：いま感じる靴の重さ
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ル
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で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　
以
前
、 

コ
ー
ト
や
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
が
重
く
感
じ
た
話 

を
し
た
。

コ
ー
ト
が
重
く
な
る
の
と
同

じ
く
靴
の
重
さ
が
気
に
な
る

時
が
来
る
。
そ
れ
ま
で
感
じ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
靴
の
重

量
が
気
に
な
る
の
だ
。

　
靴
の
重
さ
を
量
っ
た
こ
と

な
ど
な
か
っ
た
が
、
実
際

の
目
方
と
は
違
う
体
で
感

じ
る
モ
ノ
な
の
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
を
感
じ
た
の
は
何

才
の
時
だ
っ
た
か
…
…
。

好
き
だ
っ
た
米
国
製
ウ
ィ
ン

グ
チ
ッ
プ
︵
内
羽
根
式
の
フ

ル
ブ
ロ
ー
グ
︶
を
久
し
ぶ
り

に
履
い
た
。
そ
れ
ま
で
感
じ

た
こ
と
の
な
い
違
和
感
が
あ

る
。
き
つ
い
の
と
は
違
う
、

ど
こ
か
足
に
し
っ
く
り
な
じ

ま
な
い
い
や
な
雰
囲
気
が
。

　
大
し
て
気

に
も
せ
ず
歩

き
出
し
た
が
、

い
つ
も
の
よ

う
に
ス
ム
ー

ズ
な
足
さ
ば

き
と
は
違
う
。

一
日
を
終
え
、

靴
を
脱
い
だ

時
の
こ
と
だ
、
手
に
し
た
ウ

ィ
ン
グ
チ
ッ
プ
が
い
つ
も
よ

り
重
く
感
じ
た
。

　
こ
ん
な
こ
と
が
ほ
か
の
靴

に
も
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

あ
る
日
、
脚
に
ガ
タ
が
来
た

の
を
悟
る
。
悲
し
い
事
だ
が

認
め
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

コ
ー
ト
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
そ
し

て
靴
。
老
い
は
ヒ
タ
ヒ
タ
と

忍
び
寄
る
。
　
　
　︵
つ
づ
く
︶ 

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　
１
９
７
０
年
に
大
阪
万
博

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
初
め
て

歌
わ
れ
た
、
北
山
修
作
詞
、

杉
田
二
郎
作
曲
の
楽
曲
。
翌

71
年
2
月
5
日
に
は
、
ジ
ロ

ー
ズ
の
歌
唱
に
よ
る
シ
ン
グ

ル
が
発
売
さ
れ
、
オ
リ
コ
ン

最
高
11
位
、
累
計
売
り
上
げ

30
万
枚
以
上
の
ヒ
ッ
ト
曲

と
な
っ
た
。
ジ
ロ
ー
ズ
は

こ
の
年
の
第
13
回
日
本
レ
コ

ー
ド
大
賞
新
人
賞
を
、
作
詞

を
担
当
し
た
北
山
修
は
作
詞

賞
を
受
賞
し
た
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

???

戦
争
を
知
ら
な
い
子
供
た
ち

ジ
ロ
ー
ズ

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声
合

唱
団
は
22
日
︵
土
︶
午
後

８
時
か
ら
同
合
唱
団
の
た

め
に
日
本
在
住
の
作
曲

家
、
相
澤
直
人
が
作
曲
し

た
﹁
音
楽
の
よ
う
に
﹂︵
谷

川
俊
太
郎
・
作
詞
︶
の
バ

ー
チ
ャ
ル
コ
ー
ラ
ス
動
画

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
す

る
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

で
の
初
演
は
22
日
︵
土
︶

の
午
後
行
う
が
、
無
観
客

で
の
開
催
と
な
る
。
同
合

唱
団
で
は
こ
れ
ま
で
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
こ
の
曲

を
練
習
し
て
き
た
が
、
公

園
を
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
た
ち
が
足
を
止
め
て

聞
き
入
る
場
面
も
多
い
ほ

ど
の
出
来
栄
え
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
同
合
唱
団

のY
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ

ル
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、

同
日
時
以
降
は
い
つ
で
も

視
聴
が
可
能
。

https://www.youtube.com/channel/UCiQYzFVNLk1VyYJXdDpr-WQ

Ｎ
Ｙ
混
声
合
唱
団

﹁
音
楽
の
よ
う
に
﹂

22
日
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ー
ラ
ス
動
画
配
信

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
20
年
間
、

現
代
舞
踊
家
と
し
て
活
躍
し
Ｎ

Ｙ
大
学
で
講
師
を
務
め
た
田
中

い
づ
み
氏
が
９
日
、
東
京
の
練

馬
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
同
氏
が

率
い
る
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
の

発
表
会
を
開
催
し
た
。

　
同
﹁
石
川
須
姝
子
・
田
中
い

づ
み
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
﹂︵
東

京
都
練
馬
区
︶
は
、
田
中
氏
の

母
、
石
川
須
姝
子
氏
が
創
立
し
、

今
年
で
71
周
年
を
迎
え
た
。
創

立
以
来
、
ほ
ぼ
毎
年
行
っ
て
き

た
発
表
会
だ
が
、
昨
年
の
70
周

年
記
念
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
影
響
で
中
止
と
な

り
、
今
回
は
２
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。
緊
急
事
態
宣
言
下

の
東
京
都
で
は
、
各
市
、
区
に

よ
っ
て
劇
場
運
営
の
方
針
が
異

な
る
。
な
か
で
も
規
制
が
厳
し

い
練
馬
区
で
の
開
催
に
は
﹁
中

止
﹂
ま
た
は
﹁
無
観
客
﹂
の
選

択
が
迫
ら
れ
た
。

　
チ
ケ
ッ
ト
売
り
上
げ
は
な

く
、
商
業
目
的
の
団
体
と
は
異

な
り
行
政
か
ら
の
助
成
も
ほ
と

ん
ど
な
い
。
そ
れ
で
も
収
容
約

１
５
０
０
席
の
大
ホ
ー
ル
で
、

ロ
ナ
禍
で
の
公
演
で
は
約
60
人

が
、
３
部
構
成
の
全
33
演
目
を

演
じ
た
。
田
中
氏
が
以
前
に

プ
ロ
の
公
演
用
に
創
作
し
た

﹁kanki

そ
の
２ 

ボ
レ
ロ
﹂
＝

写
真
左
＝
で
は
、
19
人
の
出
演

者
が
、
自
粛
生
活
で
の
鬱
憤
や

困
惑
を
精
一
杯
表
現
し
た
。

　
田
中
氏
は
数
年
前
、
韓
国
、

中
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本
舞
踊

の
プ
ロ
５
人
で
﹁peace by 

dance

﹂
と
い
う
チ
ー
ム
を
結

成
し
た
。
作
品
﹁
輪
五
︵
わ
ご
︶

の
舞
﹂
＝
写
真
右
＝

は
、
昨
年
、
東
京
五

輪
を
記
念
し
て
開
催

し
た
公
演
で
上
演
し

た
。
こ
れ
か
ら
同
チ

ー
ム
で
国
境
や
時
空

を
超
え
、
踊
り
を
通

し
て
平
和
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
い
う
。

田
中
氏
は
﹁
バ
ー
チ

ャ
ル
や
動
画
配
信
は

な
る
べ
く
し
な
い
。

生
身
で
な
い
と
伝
え

ら
れ
な
い
空
気
感
が

あ
る
し
、
観
客
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
は
か
れ
な
い
か

ら
﹂
と
話
し
て
い
る
。

浜
崎
都
記
者

写
真
・
塚
田
洋
一

無
観
客
の
公
演
を
決
定
し
た
の

は
﹁
最
年
少
の
生
徒
は
４
歳
、

子
ど
も
た
ち
は
日
、
月
単
位
で

変
化
し
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ

の
姿
を
公
の
場
で
演
じ
る
機
会

を
こ
れ
以
上
延
期
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
思
っ
た
﹂
か
ら

だ
。
ま
た
、
95
歳
の
同
ア
カ
デ

ミ
ー
代
表
の
母
に
も
、
コ
ロ
ナ

に
屈
せ
ず
元
気
に
舞
う
生
徒
た

ち
の
姿
を
見
て
安
心
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ

た
。

　
田
中
氏
と
い
え
ば
、
同
時
多

発
テ
ロ
、
東
日
本
大
震
災
を
も

と
も
に
現
地
で
体
験
し
、
そ
の

都
度
、
舞
踊
を
通
し
て
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
伝
え
て

き
た
。
そ
し
て
今
回
迎
え
た
コ

コロナ禍でも無観客でも
田中いづみモダンバレエ発表会

田
中
い
づ
み
と
母
、
石
川
須
姝
子
氏
︵
撮
影
・
浜
崎
都
︶

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.youtube.com/channel/UCiQYzFVNLk1VyYJXdDpr-WQ
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://www.youtube.com/watch?v=Eob5XxN0YFk
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 日本クラブからのお知らせ
■スペシャルウェビナー「日本の伝統工芸 ‐ 漆芸と陶芸」
 開催日時： 5 月 27 日 ( 木 ) 7-8 PM 
 参加費： 無料 (500 名様まで )、

お申し込み：
 www.nipponclub.org
 漆芸家の中島敦子氏に「漆っ

て何？」と題したお話を伺い
ます。また、陶芸家の大貫博
之氏に、関東で最も古い歴
史を持つ焼き物である「笠
間焼」の特徴と制作過程に
ついてお話を伺います。お 2
人の作品は WEB ギャラリー

（nippongallery.nipponclub.org）にてご覧ください

■【オンライン講座】 描いて学ぶ美術史 

 〜ピカソ・クリムト・へリング
 土曜日 1-2:15 PM（6/5：パブロ・ 

ピカソ、6/26：グスタフ・クリ
ムト、7/24:：キース・へリング）、
1 コース（3 回）又は 1 回毎の
お申し込みができます。

 近代〜現代美術史の画家を取り
上げ、その人物が活躍した背景
や画風を学んだのち、その画家
のスタイルで実際に描いていた
だきます。絵を描くことによっ
て美術に対する理解をより深
め、またストレスを軽減し、セルフケアの時間を過ごせます。

■【 オ ン ラ イ ン 講 座 】

プライベートメイクレッ

スン〜初心者から上級者

まで！あなたの魅力を引

き出すメイクレッスン
 レッスン前にご希望などを

しっかり伺い、オリジナル
プライべートレッスンをご
用意いたします。メイクで
学びたいこと・お悩み解消法を解説しながら、講師と一緒に
メイクを進めていきます。60 分と 90 分のコースをお選びい
ただけます。

各クラスの詳細・お申し込みは、カルチャー講座のウェブ

サイト（www.nipponclub.org/culture）をご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

（漆の木の樹皮にキズをつけている）

　
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ボ
タ
ニ
カ
ル

ガ
ー
デ
ン
で
の
草
間
弥
生
展
。

５
月
晴
れ
の
１
日
、
自
分
で
デ

ザ
イ
ン
し
て
縫
い
上
げ
た
と
い

う
、
草
間
弥
生
の
ア
ー
ト
を
代

表
す
る
黄
色
に
黒
の
水
玉
模
様

の
ベ
ス
ト
と
パ
ン
ツ
、
蝶
ネ
ク

タ
イ
を
身
に
纏
っ
た
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
在
住
の
マ
イ
ケ

ル
・
カ
ニ
ス
ト
さ
ん
。
パ
ン
プ

キ
ン
の
前
で
ポ
ー
ズ
を
決
め

て
。
来
場
者
や
公
園
内
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
﹁I like your 

out fit !

﹂,

﹁Y
ou did it!

﹂

と
声
を
か
け
ら
れ
人
気
者
に
。

写
真
を
せ
が
ま
れ
、
ポ
ー
ズ
を

決
め
て
い
た
。
仕
事
の
後
に
毎

日
１
時
間
ず
つ
コ
ツ
コ
ツ
と
作

業
に
当
た
り
縫
い
上
げ
た
と
い

う
。

　
　︵
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
︶

素
敵
な
衣
装
ね

草
間
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

　
国
際
交
流
基
金
は
27
日︵
木
︶

午
後
２
時
か
ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
・

ト
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
エ
ク
ス

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ
ジ

ブ
リ
﹂
を
開
催
す
る
。
ス
タ
ジ

オ
ジ
ブ
リ
海
外
事
業
部
の
元
取

締
役
部
長
で
あ
っ
た
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ア
ル
パ
ー
ト
氏
と
司
会
の

ラ
イ
ナ
・
デ
ニ
ソ
ン
博
士
氏
が
、

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
が
現
在
の
国

際
的
な
存
在
感
を
ど
の
よ
う
に

生
み
出
し
た
か
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
。

　
参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.jfny.org

の

イ
ベ
ン
ト
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

国
際
交
流
基
金
主
催

27日スタジオジブリを語る

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
東
西
に
走

る
大
通
り
に
沿
っ
て
、
ビ
ル
と

ビ
ル
の
間
の
道
路
に
太
陽
が
沈

む
﹁
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ヘ
ン
ジ
﹂

と
呼
ば
れ
る
現
象
が
年
に
２

回
、
５
月
と
７
月
の
日
没
の
15

分
ほ
ど
楽
し
め
る
。
英
国
で
夏

至
に
見
ら
れ
る
﹁
ス
ト
ー
ン
ヘ

ン
ジ
﹂
の
現
象
に
ち
な
ん
で
命

名
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
の
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
ヘ
ン
ジ
は
５
月
29

日
︵
土
︶
と
、
翌
30
日
︵
日
︶

午
後
８
時
13
分
ご
ろ
に
現
れ

る
。
毎
年
多
く
の
写
真
愛
好
家

が
集
ま
る
人
気
の
撮
影
地
点
は

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
大
通
り
、
14

丁
目
と
23
丁
目
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
、
34
丁
目
の
五
番
街
、
42

丁
目
の
３
番
街
、
57
丁
目
の
８

番
街
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
川
の
方
を

眺
め
る
と
見
や
す
い
。
次
回
は

７
月
12
日︵
月
︶と
翌
13
日︵
火
︶

午
後
８
時
20
分
ご
ろ
。

美しい夕暮れ時に

マンハッタンヘンジ

http://www.nipponclub.org
http://www.nipponclub.org/culture
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
https://www.jfny.org
https://www.jfny.org
https://www.jfny.org
https://www.jfny.org
http://www.jeiny.org/
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 

　
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
任
に
つ

い
て
約
４
か
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
次
々
に
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
が
下
し
た
移
民
法
の
規
則
を

無
効
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
の
大
き
な
変
更
が
２
か

月
に
わ
た
っ
て
お
伝
え
し
た

Form
 I-944 

と
い
う
書
類
の

提
出
の
廃
止
で
す
。
こ
の
書
類

は
、Public C

harge R
ule 

(

ア
メ
リ
カ
の
公
的
補
助
制
度

の
使
用
に
よ
る
ビ
ザ
や
永
住
権

審
査
︶
の
も
と
で
２
０
１
９
年

後
半
か
ら
今
年
の
３
月
９
日
ま

で
施
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
永

住
権
を
受
け
取
る
本
人
が
公
的

補
助
を
受
け
る
可
能
性
が
な
い

と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
目
的

で
、
こ
の
書
類
と
付
随
す
る

書
類
の
提
出
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
連
邦
の
貧
困

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
収
入
額
が

２
５
０
％
以
上
と
い
う
条
件

が
、
１
２
５
％
以
上
に
修
正
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
新
た

に
５
月
に
な
り
２
つ
の
規
則
の

変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
順
に
お

伝
え
し
ま
す
。

暫
定
的
なBiom

etrics 

︵
生
態

情
報
︶
摂
取
要
求
の
停
止

　　B
iom

etrics 

摂

取

は

２
０
１
７
年
以
前
は
、
ア
メ
リ

カ
で
面
接
を
受
け
る
永
住
権

申
請
者
、
永
住
権
更
新
申
請

者
、R

eentry Perm
it 

︵

再

入
国
許
可
︶
申
請
者
な
ど
が
要

求
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

２
０
１
８
年
に
な
り
、
上
記
の

申
請
者
だ
け
で
な
く
、
非
移
民

ビ
ザ
の
配
偶
者
や
家
族
、
例
え

ば
Ｅ
、
Ｌ
、
Ｈ
、
Ｏ
、
Ｊ
の
配

偶
者
や
家
族
も
、
米
国
内
で
更

新
・
延
長
申
請
を
す
る
場
合
は
、

生
態
情
報
摂
取
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
状
況

下
で
生
態
情
報
を
摂
取
す
る
移

民
局
が
一
時
閉
鎖
に
な
っ
た
り

な
ど
で
、
生
態
情
報
の
予
約
お

よ
び
指
紋
の
照
合
に
非
常
に
時

間
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
未
処
理
分
が
多
く

な
り
、２
０
１
７
年
度
ま
で
は
、

米
国
市
民
と
結
婚
し
て
永
住
権

申
請
を
し
た
場
合
、
面
接
ま
で

に
６
か
月
ぐ
ら
い
の
期
間
で
あ

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
在
は

１
年
半
か
ら
２
年
も
か
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

Ｌ
、
Ｈ
、
Ｏ
ビ
ザ
の
主
た
る
申

請
者
の
許
可
が
移
民
局
で
す
で

に
出
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
配
偶
者
や
家
族
は
、
６
か

月
〜
10
か
月
も
許
可
が
出
る
ま

で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
５
月
13
日
に
移
民
局
は
、
配

偶
者
の
生
態
情
報
摂
取
を
Ｌ
、

Ｅ
、
Ｈ
ビ
ザ
の
配
偶
者
や
家
族

︵
Ｌ
２ 

、
Ｅ
１
、
Ｅ
２
、
Ｅ
３
、

Ｈ
４
︶ 

は
暫
定
的
に
受
け
る
必

要
が
な
い
と
、
告
知
を
出
し
ま

し
た
。
こ
の
規
則
は
５
月
17
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
ビ
ザ
の
生
態
情
報
摂
取
停
止

に
よ
り
、
少
し
で
も
ビ
ザ
や
永

住
権
審
査
が
早
ま
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

移
民
ビ
ザ
取
得
者
の
米
国
に
お

け
る
健
康
保
険
入
手
条
件
の
廃

止　
２
０
１
９
年
10
月
４
日
の
大

統
領
宣
言
に
よ
り
、
移
民
ビ
ザ

申
請
者
︵
例
え
ば
日
本
の
米
国

大
使
館
な
ど
米
国
外
で
永
住
権

面
接
を
受
け
た
人
達
︶
は
、
米

国
で
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
財
務
状
況
か
ら
米
国
の
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

米
国
に
入
国
で
き
な
い
と
い
う

も
の
で
し
た
。
そ
の
条
件
を
５

月
14
日
に
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は

大
統
領
宣
言
に
よ
り
廃
止
し
ま

し
た
。

　
上
記
の
よ
う
に
次
々
に
新
政

権
下
で
停
止
、
廃
止
さ
れ
た
規

則
や
条
件
が
出
て
き
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
増
大
し
て
い
る

国
々
に
滞
在
し
て
い
た
人
達
の

米
国
へ
の
入
国
禁
止
は
、
多
く

の
国
か
ら
の
旅
行
者
に
は
適
用

さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
イ
ン
ド
か
ら
の
入
国
は
、

５
月
12
日
に
、
米
国
市
民
や
永

住
権
者
や
そ
の
親
族
や
婚
約

者
、
学
生
、
米
国
政
府
関
連
者
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
や
ク
ル
ー
・
メ
ン
バ
ー
以
外

は
、
大
統
領
宣
言
で
禁
止
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
の
移
民
法
の
規
則
の
変
更

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

歴
史
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
設
置
さ
れ
た
。
設
立

母
体
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

歴
史
評
議
会
︵
本
間
俊
一
会

長
︶
で
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
１
８
６
０
年
以
降
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
歴
史
に
関
連
す
る
文

書
、
写
真
、
映
像
、
書
簡
、
報

道
な
ど
を
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
資
料

は
、
政
治
、
外
交
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

科
学
、
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
、
メ
デ
ィ
ア
、
日
本
人
移
住

な
ど
に
関
す
る
も
の
。
今
日
の

日
米
両
国
の
間
に
存
在
す
る
強

固
で
確
固
た
る
絆
は
、
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
地
域
に
お
け
る
数
え

切
れ
な
い
日
本
人
、
日
系
ア
メ

リ
カ
人
及
び
ア
メ
リ
カ
人
の

各
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
、
彼
ら
に
光
を
当

て
、
彼
ら
を
記
憶
に
留
め
、
認

知
し
、
敬
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
そ
ん
な
背
景
か
ら
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
歴
史
評
議
会

が
昨
年
12
月
12
日
、
各
界
か
ら

の
代
表
者
15
名
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
に

お
け
る
日
本
関
連
の
歴
史
を
収

集
、
保
存
、
公
開
及
び
発
信
す

る
と
と
も
に
、
将
来
の
世
代
に

語
り
継
ぐ
目
的
を
持
つ
。

　
同
評
議
会
の
活
動
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
、﹁
そ
れ
ぞ
れ
の

人
や
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト

ー
リ
ー
が
あ
る
。
１
８
６
０
年

に
初
め
て
の
日
本
公
式
使
節
団

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
足
を
踏
み

入
れ
て
か
ら
、
数
多
の
日
本
人

や
日
系
ア
メ
リ
カ
人
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
住
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

公
務
、
芸
術
な
ど
の
多
様
な
分

野
で
活
躍
し
た
。
ア
メ
リ
カ
国

籍
を
得
て
日
系
ア
メ
リ
カ
人
と

し
て
日
米
の
架
け
橋
と
な
り
、

２
国
間
関
係
に
大
い
に
貢
献
し

た
多
く
の
人
々
が
い
る
。
そ
の

よ
う
な
功
績
を
歴
史
に
名
を
残

し
た
方
も
い
れ
ば
、
余
り
知
ら

れ
て
お
ら
ず
見
果
て
ぬ
夢
と
共

に
去
ら
れ
た
人
も
い
る
﹂
と
評

議
員
の
一
人
、
ス
ー
ザ
ン
・
マ

コ
ー
マ
ッ
ク
さ
ん
は
話
す
。

　
学
習
教
材
に
活
用
を

　
18
日
午
後
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
完
成
お
披
露
目
の

記
者
会
見
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

わ
れ
た
。
設
立
趣
旨
な
ど
が
説

明
さ
れ
た
後
の
質
疑
応
答
で
、

報
道
関
係
者
か
ら
は
シ
ア
ト
ル

や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
全
米
に

展
開
す
る
他
都
市
の
日
系
歴
史

博
物
館
と
の
連
携
の
可
能
性

や
、
こ
れ
だ
け
の
日
系
の
歴
史

的
資
料
を
当
地
の
日
本
人
学
校

や
補
習
授
業
校
で
の
学
習
教
材

と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
の
可

能
性
に
つ
い
て
質
問
が
出
た
。

本
間
会
長
は
﹁
日
本
人
子
弟
だ

け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
子
供

た
ち
に
と
っ
て
も
日
本
を
理
解

す
る
上
で
素
晴
ら
し
い
教
材
だ

と
思
う
﹂
と
述
べ
た
。
日
米
両

語
に
対
応
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
な
の
で
、
自
分
た
ち
が

暮
ら
す
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、﹁
日

系
の
先
達
が
ど
う
生
き
た
の
か

を
知
る
絶
好
の
教
材
に
な
り
得

る
﹂︵
山
野
内
大
使
︶
な
ど
前

向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
　

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
歴
史
評

議
会
事
務
局
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
、
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
︶

内
に
置
く
。
連
絡
は
Ｅ
メ
ー
ル

info@
jaany.org

ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.jaany.org/

を
参
照
。

歴
史
的
な
資
料
を
持
っ
て
い
る

人
、
資
金
援
助
を
希
望
す
る
人

も
事
務
局
ま
で
連
絡
を
。

博物館閲覧は https://www.historyofjapaneseinny.org/

Ｎ
Ｙ
日
本
歴
史

博
物
館
完
成

デジタル保存
1860年〜現代

　
６
月
22
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
長
選
予
備
選
に
向
け
て
13

日
、
民
主
党
候
補
者
の
公
式
討

論
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
民
主
党
立
候
補
者
13
人
の
う

ち
、
参
加
し
た
の
は
元
警
察
官

で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
の
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
区
長
︵
60
︶、

元
米
国
行
政
予
算
管
理
局
長
官

の
シ
ョ
ー
ン
・
ド
ノ
バ
ン
氏

︵
55
︶、
元
Ｎ
Ｙ
市
衛
生
局
長
官

の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
氏

︵
51
︶、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
元
幹

部
の
レ
イ
モ
ン
ド
・
マ
ク
ガ
イ

ア
氏
︵
64
︶、
教
師
で
社
会
福

祉
活
動
家
の
ダ
イ
ア
ン
・
モ
ラ

レ
ス
氏
︵
53
︶、
ス
コ
ッ
ト
・

ス
ト
リ
ン
ガ
ー
Ｎ
Ｙ
市
会
計
監

査
官
︵
61
︶、
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー

ル
の
教
授
・
弁
護
士
で
社
会
活

動
家
の
マ
ヤ
・
ワ
イ
リ
ー
氏

︵
57
︶、
実
業
家
の
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
ヤ
ン
氏
︵
46
︶
の
８
人
。

不
参
加
だ
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
ラ
ッ
パ
ー
、
ペ
ー
パ
ー
ボ
ー

イ
・
プ
リ
ン
ス
氏
ら
は
知
名
度

が
低
く
泡
沫
候
補
と
な
る
。

　
討
論
会
で
は
経
済
的
不
平

等
、
人
種
的
不
公
正
、
手
頃
な

価
格
の
住
宅
な
ど
直
面
す
る
大

き
な
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
か

を
中
心
に
議
論
さ
れ
た
が
、
支

持
率
ト
ッ
プ
を
走
る
ヤ
ン
氏
に

対
し
、
他
の
候
補
者
が
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
経
歴
や
実
績
を
強
調

し
、
政
治
や
行
政
経
験
の
な
い

ヤ
ン
氏
を
牽
制
す
る
よ
う
な
形

と
な
っ
た
。
２
番
手
に
つ
け
る

ア
ダ
ム
ス
区
長
に
は
、
共
和
党

員
で
は
な
い
の
か
と
非
難
が
あ

り
、
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
氏
に
は
セ

ク
ハ
ラ
告
発
さ
れ
て
い
る
問
題

が
、
ド
ノ
バ
ン
氏
に
は
選
挙
資

金
の
流
用
疑
惑
が
問
わ
れ
る
一

幕
も
あ
っ
た
。

　
米
シ
ン
ク
タ
ン
ク﹁
デ
ー
タ
・

フ
ォ
ー
・
プ
ロ
グ
レ
ス
﹂
が
4

月
５
日
ま
で
に
実
施
し
た
支
持

率
の
世
論
調
査
で
は
ヤ
ン
氏
が

26
％
で
１
位
と
な
り
、
２
位
の

ア
ダ
ム
ス
氏
の
13
％
を
大
き
く

引
き
離
し
た
。
３
位
は
11
％
で

ス
ト
リ
ン
ガ
ー
氏
、
４
位
は
10

％
の
ワ
イ
リ
ー
氏
。
ヤ
ン
氏
は

黒
人
有
権
者
に
限
っ
て
み
て
も

25
％
の
１
位
で
、
黒
人
の
ア
ダ

ム
ス
氏
の
22
％
を
上
回
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
市
長
選
民
主
党
討
論
会

ヤ
ン
氏
が
支
持
率
ト
ッ
プ

　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
Ｎ

Ｙ
州
知
事
は
12
日
、
同
州
内
の

す
べ
て
の
ビ
ー
チ
や
プ
ー
ル
を

メ
モ
リ
ア
ル
・
デ
ー
︵
５
月
31

日
︶
の
週
末
か
ら
解
放
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数

が
減
少
し
続
け
た
場
合
は
独
立

記
念
日
か
ら
、
収
容
人
数
を

１
０
０
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
と
発
表
し
た
。 

　
ま
た
17
日
、
今
年
11
月
７

日
︵
日
︶
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ

ラ
ソ
ン
を
開
催
す
る
と
発
表
し

た
。
３
万
３
０
０
０
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
出
場
で
き
る
と
い
う
。

今
月
末
か
ら
ビ
ー
チ
再
開 

Ｎ
Ｙ
マ
ラ
ソ
ン
も
開
催
へ

　
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
13

日
の
会
見
で
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
シ
ェ
イ
ク
・
シ
ャ

ッ
ク
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
無
料
の

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
提
供
す
る
と

発
表
し
た
。
同
日
か
ら
Ｎ
Ｙ
Ｃ

モ
バ
イ
ル
ワ
ク
チ
ン
バ
ス
で
の

接
種
者
に
、
シ
ェ
イ
ク
・
シ
ャ

ッ
ク
の
バ
ー
ガ
ー
券
を
進
呈
し

て
い
る
。
ま
た
６
月
12
日︵
土
︶

ま
で
、
シ
ェ
イ
ク
・
シ
ャ
ッ
ク

で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
も
し
く
は
チ

キ
ン
サ
ン
ド
を
購
入
し
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
は
、
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
が
無
料
提
供
さ
れ
る
。

今
度
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
無
料

mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
https://www.jaany.org/
https://www.jaany.org/
https://www.jaany.org/
https://www.jaany.org/
https://www.historyofjapaneseinny.org/
https://mikoto-inc.com/teiougaku-business/
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http://myriverside.net/home
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
当
日
に
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
、
２
日
間
ホ

テ
ル
待
機
。
３
日
目
に
旅
行
パ

ケ
ー
ジ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
Ｎ
Ｙ

市
内
観
光
ツ
ア
ー
︵
１
０
５
ド

ル
︶
を
楽
し
ん
で
４
日
目
に
帰

国
。
あ
っ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
社

で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
へ
の

ホ
テ
ル
か
ら
の
送
迎
・
通
訳
サ

ー
ビ
ス
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
だ
け
を
請
け
負
う
た

め
、
日
本
か
ら
の
渡
航
航
空
券

購
入
と
ホ
テ
ル
の
予
約
は
日
本

を
発
つ
前
に
自
分
で
、
も
し
く

は
ど
こ
か
の
旅
行
代
理
店
に
頼

ん
で
チ
ケ
ッ
ト
と
予
約
を
取
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
同
社
の

ワ
ク
チ
ン
の
み
の
混
載
ツ
ア
ー

︵
他
の
接
種
客
と
グ
ル
ー
プ
行

動
︶
は
１
人
１
２
５
ド
ル
。
２

人
だ
と
１
７
５
ド
ル
。
日
本
帰

国
時
の
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と

証
明
書
の
み
の
混
載
ツ
ア
ー
は

１
人
75
ド
ル
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
日
本
帰
国
の
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
・
証
明
書
セ
ッ
ト
が
つ
い

た
貸
切
ツ
ア
ー
は
１
人
２
２
０

ド
ル
。
必
要
な
も
の
は
パ
ス
ポ

ー
ト
だ
け
。
接
種
後
は
そ
の
場

で
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
発
行
す
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
証
明
書
を
発
行
。
１
名

か
ら
申
し
込
め
る
。︵
グ
ル
ー

プ
は
最
大
８
人
ま
で
︶。
渡
米

前
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
フ
ォ
ー

ム
を
同
社
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
必
要
事
項

を
記
入
し
て
返
信
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
社
で
は
余
裕
を
持
っ

た
３
泊
5
日
の
日
程
を
推
奨
し

て
い
る
。︵
１
面
に
記
事
︶

同
社
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
ツ
ア
ー

の
詳
細
はhttps://w

w
w

.at-
new

york.com
/tour/#

1

Ｎ
Ｙ
ワ
ク
チ
ン
ツ
ア
ー

到
着
当
日
に
接
種

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
窓
口
業
務
の
予
約
に
つ
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
を
今
月

21
日
午
後
５
時
か
ら
導
入
す

る
。
6
月
1
日
以
降
に
申
請
さ

れ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り

に
つ
い
て
も
混
雑
を
避
け
る
た

め
、
予
約
制
を
導
入
す
る
。

　
事
前
予
約
が
必
要
な
領
事
サ

ー
ビ
ス
は
次
の
通
り
。
パ
ス
ポ

ー
ト
の
申
請
お
よ
び
受
け
取

り
。
戸
籍
・
国
籍
関
係
の
届
出

︵
届
出
用
紙
の
受
け
取
り
も
含

む
︶
。
各
種
証
明
の
申
請
。
ビ

ザ
の
申
請
︵
電
話
予
約
の
み
︶。

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
窓
口

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

は
11
日
、
﹁
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
は
ス
ー
パ
ー
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー

に
な
る
べ
き
で
は
な
い
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
中
止
を
﹂
と
題
す

る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学
の
ジ
ュ

ー
ル
ズ
・
ボ
イ
コ
フ
教
授
︵
政

治
学
︶
の
寄
稿
文
を
掲
載
し
た
。

　
ボ
イ
コ
フ
教
授
は
﹁
日
本
人

の
60
％
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

反
対
﹂
し
て
い
る
が
、
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
︵
Ｉ
Ｏ

Ｃ
︶
、
大
会
組
織
委
員
会
、
そ

し
て
日
本
の
与
党
が
新
型
コ
ロ

ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
な
か
で

も
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
、

﹁
世
界
的
な
公
衆
衛
生
の
危
機

の
間
に
開
催
す
る
こ
と
は
潜
在

的
に
致
命
的
な
結
果
を
も
た
ら

す
﹂
と
し
、﹁
科
学
に
耳
を
傾

け
、
五
輪
は
中
止
す
べ
き
だ
﹂

と
主
張
。
東
京
五
輪
を
開
催
す

る
お
も
な
理
由
は
﹁
お
金
、
お

金
、
お
金
で
あ
り
、
そ
れ
は
選

手
で
は
な
く
運
営
、
放
送
、
ス

ポ
ン
サ
ー
に
流
れ
込
ん
で
い

る
﹂
と
指
摘
し
、﹁
五
輪
主
催

者
は
、
公
衆
衛
生
の
た
め
に
利

益
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
し
な

い
の
だ
﹂
と
批
判
し
た
。

　
医
療
シ
ス
テ
ム
が
行
き
届
い

て
い
る
日
本
に
お
い
て
も
感
染

者
が
増
え
て
お
り
、
世
界
の
多

く
の
科
学
者
と
医
療
関
係
者
が

開
催
に
反
対
し
て
い
る
と
し
、

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
メ
デ
ィ
カ

ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
社
説
で﹁
国

内
の
政
治
的
お
よ
び
経
済
的
目

的
で
開
催
す
る
こ
と
は
科
学
的

お
よ
び
道
徳
的
要
請
を
無
視
す

る
こ
と
に
な
り
、
世
界
の
健
康

と
人
間
の
安
全
保
障
に
対
す
る

日
本
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
矛

盾
す
る
﹂
と
書
い
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
。

　
日
本
国
内
も
同
様
で
、
開
催

に
は
５
０
０
人
以
上
の
看
護
師

が
必
要
と
発
表
が
あ
る
と
、
医

療
資
源
の
悪
用
で
は
な
い
か

と
論
議
を
呼
ん
だ
こ
と
を
指

摘
。
東
京
医
師
会
の
尾
崎
治
夫

会
長
が
﹁
感
染
者
を
増
や
さ
ず

に
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
難

し
い
﹂
と
、
神
戸
大
学
医
学
部

付
属
病
院
の
感
染
症
専
門
内
科

医
、
岩
田
健
太
郎
医
師
が
﹁
こ

の
状
況
で
誰
が
試
合
を
楽
し
む

の
か
﹂
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
て
い
る
。

　
ボ
イ
コ
フ
教
授
は
サ
ッ
カ

ー
の
米
五
輪
代
表
に
も
な

っ
た
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
。
著
書
に
五
輪
の
あ
り
方

を

問

う

た
﹃N

O
lym

pians: 
Inside the Fight A

gainst 
C

apitalist M
ega-Sports 

in L
os A

ngeles, T
oky

o 
and B

eyond

﹄
と
﹃Pow

er 
G

am
es

：

A
 P

olitical 
H

istory of the O
lym

pics

﹄

が
あ
る
。

東京五輪は中止に
米教授が NY タイムズに寄稿

　
42
丁
目
︵
９
番
街
と
10
番
街

の
間
︶
の
路
上
で
今
月
２
日
の

午
後
８
時
ご
ろ
、
ア
ジ
ア
人
女

性
が
通
り
が
か
り
に
見
知
ら
ぬ

女
か
ら
ハ
ン
マ
ー
で
頭
を
殴

ら
れ
怪
我
を
負
っ
た
事
件
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
は
13

日
、
エ
ボ
ニ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

︵
37
︶
を
逮
捕
し
た
と
発
表
し

た
。
警
察
に
よ
る
と
、
こ
の
女

を
暴
行
、
威
嚇
・
武
器
所
持
の

2
件
の
罪
で
起
訴
し
た
。

　
ま
た
、
８
日
午
後
５
時
ご
ろ

観
光
客
で
賑
わ
う
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
で
発
砲
に
よ
り
3
人
が

負
傷
し
た
事
件
で
は
、
12
日
に

フ
ロ
リ
ダ
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ビ
ル

で
31
歳
の
男
、
フ
ァ
ラ
カ
ン
・

ム
ハ
ン
マ
ド
を
連
邦
保
安
局
が

逮
捕
し
た
と
発
表
。
ど
ち
ら
の

事
件
も
、
市
警
察
が
事
件
現
場

近
く
の
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
を

公
開
し
、
広
く
情
報
を
求
め
て

い
た
。

ハ
ン
マ
ー
女
を
逮
捕

発
砲
事
件
容
疑
者
も

　 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
川
井
龍

介
氏
＝
写
真
＝
の
﹁
大
和
コ
ロ

ニ
ー
﹂
の
英
語
版
﹁Y

am
oto 

C
olony

 :  T
he Pioneers 

W
ho B

rou
ght Japan

 to 
F

lorida

　
　U

n
iv

ersity 
Press of Florida

﹂ 

が
こ
の

ほ
ど
フ
ロ
リ
ダ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ

ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
﹂
か
ら
、

年
間
の
出
版
物
の
一
つ
の
部
門

の
賞
を
受
賞
し
た
。
部
門
と
し

て
は
、
フ
ロ
リ
ダ
の
歴
史
に
関

し
て
、
民
族
的
な
観
点
や
社
会

問
題
の
観
点
か
ら
と
ら
え
た
出

版
物
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る

賞
＝T

he 2021 H
arry T

. 
and H

arriette V
. M

oore 
A

w
a

rd
 fo

r th
e b

est 
book on ethnic groups 
or social issu

es from
 

th
e F

lorida H
istorical 

Society.

　
こ
の
本
は
、
著
者
が
毎
日
新

聞
記
者
退
社
後
、
フ
ロ
リ
ダ
州

の
ロ
ー
カ
ル
新
聞
社
で
研
修
し

て
い
た
時
、
た
ま
た
ま
見
た
道

路

標

識
﹁Y

am
ato R

oad

﹂

に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
20
世

紀
初
め
に
南
フ
ロ
リ
ダ
に
﹁
大

和
コ
ロ
ニ
ー
﹂
な
る
日
本
人
入

植
者
に
よ
る
﹁
村
﹂
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
そ
の
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
、
最
後
ま
で

現
地
に
止
ま
っ
た
森
上
助
次
と

い
う
人
物
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
買

い
集
め
た
広
大
な
土
地
を
地
元

に
寄
付
し
、
そ
れ
が
も
と
で
立

派
な
日
本
庭
園
を
含
め
た
﹁
森

上
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹂
が
現
地
に

誕
生
し
た
の
だ
っ
た
。

　
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
移
民
史

の
な
か
で
も
詳
細
は
明
か
さ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
異
色
の
コ

ロ
ニ
ー
と
男
の
歴
史
に
川
井
さ

ん
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
惹
か
れ
た
と
い

う
。
労
働
移
民
と
は
違
っ
て
資

産
家
や
指
揮
者
た
ち
が
投
資
し

て
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
日
本

人
村
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
か
。
コ
ロ
ニ
ー
が
消
滅

し
た
の
ち
も
、
日
本
に
帰
る
こ

と
な
く
質
素
な
暮
ら
し
の
中
で

土
地
を
残
し
た
男
の
生
涯
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
。

　
川
井
さ
ん
は
、
日
系
ア
メ
リ

カ
人
文
学
の
金
字
塔
と
も
い
え

る
小
説
﹃
ノ
ー
・
ノ
ー
・
ボ
ー

イ
﹄︵
ジ
ョ
ン
・
オ
カ
ダ
著
︶

に
出
会
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

日
系
人
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
最
初
に
フ
ロ

リ
ダ
を
訪
れ
て
か
ら
20
年
も
過

ぎ
た
こ
ろ
か
ら
本
格
的
な
取
材

始
め
た
。
か
つ
て
コ
ロ
ニ
ー
が

あ
っ
た
現
地
を
は
じ
め
、
コ
ロ

ニ
ー
を
企
画
し
た
酒
井
醸
と
い

う
京
都
府
・
宮
津
出
身
の
若
い

イ
ン
テ
リ
と
、
土
地
を
寄
付
し

た
森
上
助
次
と
い
う
農
民
を
中

心
に
当
時
の
関
係
者
の
子
孫
を

探
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
内
は
も
と

よ
り
、
子
孫
や
関
係
者
の
い
る

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
バ
ー
ジ
ニ

ア
、
テ
キ
サ
ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
そ
し
て
コ
ロ
ニ
ー
の
有
力

参
加
者
の
足
跡
を
追
っ
て
日
本

で
は
宮
津
を
は
じ
め
、
丹
後
半

島
や
大
分
県
の
中
津
な
ど
を
訪

ね
歩
い
た
。
そ
ん
な
取
材
を
足

掛
け
10
年
ほ
ど
続
け
て
、
よ
う

や
く
２
０
１
５
年
に
﹁
大
和
コ

ロ
ニ
ー
〜
フ
ロ
リ
ダ
に﹃
日
本
﹄

を
残
し
た
男
た
ち
﹂︵
旬
報
社
︶

を
出
版
し
た
。
す
る
と
、
こ
の

取
材
の
中
で
お
世
話
に
な
っ
た

﹁
森
上
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹂
で
館

長
を
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
グ
レ

ガ
セ
ン
氏
と
教
育
事
業
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
西
岡
令

子
さ
ん
が
自
ら
翻
訳
を
買
っ
て

で
て
く
れ
た
。

　
そ
の
時
点
で
は
、
出
版
さ
れ

る
あ
て
な
ど
な
か
っ
た
が
、
大

和
コ
ロ
ニ
ー
に
つ
い
て
詳
し
く

か
つ
語
学
に
堪
能
で
あ
る
と
い

う
２
人
の
力
に
よ
っ
て
完
成
し

た
英
語
版
を
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
・
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
フ
ロ
リ

ダ
が
評
価
し
、
出
版
さ
れ
た
。

　
川
井
さ
ん
は
今
回
の
受
賞

に
あ
た
り
﹁
日
本
で
﹁
大
和

コ
ロ
ニ
ー
﹂︵
旬
報
社
︶
と
し

て
２
０
１
５
年
に
出
版
さ
れ

た

本

が
、

昨

年
﹁Y

am
ato

　

C
olony

﹂
と
い
う
英
語
版
で

出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
書
が

日
米
２
つ
の
国
に
ま
た
が
る
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
だ
け

に
、
著
者
と
し
て
嬉
し
い
限
り

で
し
た
。
今
回
こ
の
よ
う
な
名

誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
多
く
の
人
に
フ
ロ
リ
ダ
の
日

系
歴
史
秘
話
を
知
っ
て
も
ら
え

る
と
期
待
し
ま
す
。
改
め
て
素

晴
ら
し
い
翻
訳
を
手
が
け
て
く

れ
た
、
フ
ロ
リ
ダ
・
森
上
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
グ
レ
ガ
セ
ン
元
館

長
と
元
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
西
岡

令
子
氏
に
感
謝
し
ま
す
﹂
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ
に
村
を
作
っ
た
日
系
移
民

「大和コロニー」
英語版に出版賞

駅で予約なしで接種する市民

http://www.nyseikatsu.com
https://www.at-newyork.com/tour/#1
https://www.at-newyork.com/tour/#1
https://www.at-newyork.com/tour/#1
https://www.at-newyork.com/tour/#1
https://www.at-newyork.com/tour/#1
https://www.at-newyork.com/tour/#1
https://nymtc.com/
http://jweeklyusa.com
https://www.oishinbo-ny.com/
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今
回
は
、
是
非
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
本
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ロ
バ
ー
ト
・
メ
ン
デ
ル
ソ

ン
医
学
博
士
が
書
い
た
現
代
医

学
／
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
部
告

発
と
も
呼
べ
る
﹁
医
者
が
患
者

を
だ
ま
す
と
き
﹂
︵
日
本
語
訳
、

草
思
社
︶
で
す
。
著
者
は
小
児

科
医
で
、
医
学
部
の
教
官
を
務

め
、
予
防
医
学
や
地
域
保
健
学

も
専
攻
し
、
ア
メ
リ
カ
の
医
学

界
の
重
鎮
と
し
て
医
学
と
そ
の

教
育
に
多
大
な
貢
献
を
し
、
多

く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
、
そ
ん
な
彼
が
医
者

と
し
て
犯
し
た
自
ら
の
間
違
い

を
反
省
し
、
同
時
に
現
代
医
学

第
2
回　

書
籍
﹁
医
者
が
患
者
を

だ
ま
す
と
き
﹂
の
紹
介

の
間
違
い
を
正
そ
う
と
す
る
勇

気
あ
る
執
筆
な
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
お
医
者
様
は
﹁
病

気
を
治
し
て
く
れ
る
﹂
と
信
じ

て
い
ま
す
か
？ 

医
療
も
ビ
ジ

ネ
ス
で
す
の
で
、
最
終
的
な
目

的
は
お
金
儲
け
で
す
。
新
し
い

薬
や
技
術
の
研
究
・
開
発
に
お

金
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
分
の

経
費
を
回
収
し
、
儲
け
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
利
益

を
上
げ
続
け
る
た
め
に
は
、
多

く
の
病
人
が
必
要
で
す
。
現
代

医
学
が
進
歩
し
て
病
気
を
治
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

彼
ら
が
困
る
の
で
す
。そ
こ
で
、

進
歩
さ
せ
た
現
代
医
学
の
知
識

と
技
術
を
本
来
の
目
的
と
は
真

逆
に
利
用
し
、
生
か
さ
ず
殺
さ

ず
、
で
き
る
だ
け
長
い
間
、
薬

を
使
用
す
る
必
要
の
あ
る
患
者

を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

結
果
、
薬
漬
け
で
頭
は
ボ
ー
っ

と
し
、
自
分
に
も
周
囲
に
も
鈍

感
に
な
り
、
心
は
不
安
と
怒
り

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
人
間
が

社
会
に
溢
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
前
回
の
コ

ラ
ム
で
お
話
し
し
た
免
疫
力

が
、
薬
と
い
う
非
自
己
︵
毒
︶

と
の
終
わ
り
な
き
戦
い
に
疲
弊

し
、
そ
の
機
能
が
低
下
し
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。
医
療
ビ
ジ
ネ

ス
は
薬
を
売
っ
て
儲
け
た
潤
沢

な
資
金
を
広
告
・
宣
伝
に
投
入

し
、﹁
あ
な
た
は
、
大
丈
夫
で

す
か
？
本
当
に
大
丈
夫
で
す

か
？
﹂
と
、
み
な
さ
ん
の
心
の

深
層
部
ま
で
入
り
込
ん
で
い
き

ま
す
。
そ
の
呪
縛
は
、
一
人
暮

ら
し
だ
っ
た
り
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
が
い
た
り
、
年
老
い
て
い

た
り
と
社
会
で
何
ら
か
の
弱
い

立
場
に
あ
る
人
か
ら
始
ま
り
、

徐
々
に
全
員
に
広
ま
っ
て
い
く

の
で
す
。

　
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
博
士
は
、
現

代
医
学
と
い
う
新
興
宗
教
の
信

者
と
し
て
、
薬
の
開
発
に
か
か

わ
っ
て
い
た
頃
は
、
自
分
の
し

て
い
る
こ
と
が
悪
い
こ
と
だ
と

気
づ
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

と
振
り
返
り
、
そ
の
反
省
と
経

験
を
赤
裸
々
に
つ
づ
っ
て
い
ま

す
。
読
者
た
ち
に
﹁
早
く
、
目

を
覚
ま
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
警

告
し
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
書

き
は
﹁
健
康
は
医
者
に
始
ま
り

医
者
に
終
わ
る
も
の
で
は
な

い
﹂
と
始
ま
り
、﹁
現
代
医
学

の
50
〜
90
％
は
間
違
い
か
、
時

代
遅
れ
か
、見
当
違
い
だ
か
ら
、

こ
ん
な
意
味
の
な
い
教
育
を
止

め
て
し
ま
え
ば
、
も
っ
と
大
切

な
こ
と
の
教
育
に
時
間
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
主
張
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
を

﹁
医
者
は
患
者
に
害
を
お
よ
ぼ

す
な
﹂
と
い
う
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
誓
い
で
締
め
く
く
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
こ
の
本
が
教
え
て
く
れ
る
よ

う
に
、
病
気
を
治
す
べ
き
は
お

医
者
様
で
は
な
く
、
病
気
に
な

っ
た
当
の
本
人
で
あ
る
こ
と

を
、
私
た
ち
は
も
っ
と
自
覚
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米

国
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

認
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　
相
続
、
事
業
承
継
、
国
際
税

務
な
ど
、
幅
広
い
税
務
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ

税
理
士
法
人
︵
本
社
・
東
京
都

千
代
田
区
、
代
表
・
市
原
和
洋
︶

が
6
月
5
日
︵
土
︶
か
ら
11

日
︵
金
︶
ま
で
の
１
週
間
の
限

定
公
開
で
、
在
米
邦
人
を
対

象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
﹁
ア
メ
リ
カ
在
住
者
限

定
、
知
っ
て
得
す
る
日
本
で

の
相
続
の
話
﹂
をY

ouT
ube

で
配
信
す
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
過
去
5
年
以
上
に
わ
た

り
定
期
開
催
し
て
お
り
、
口

コ
ミ
を
中
心
に
人
気
を
集
め
、

日
本
に
高
齢
の
親
を
持
つ
米

国
在
住
者
に
人
気
の
企
画
と

な
っ
て
い
る
。
講
師
は
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ａ
税
理
士
法
人
の
税
理
士
、

大
谷
亜
紀
さ
ん
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
第
１
部
で
は
、

日
本
に
親
が
い
る
人
を
対
象

に
、
親
が
元
気
な
う
ち
に
行

い
た
い
親
の
相
続
対
策
に
つ

い
て
解
説
す
る
。
遺
言
書
の

具
体
的
な
書
き
方
の
ポ
イ
ン

ト
や
、
２
０
２
０
年
日
本
で

改
正
さ
れ
た
法
務
局
に
お
け

る
﹁
自
筆
証
書
遺
言
の
保
管

制
度
﹂
な
ど
も
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
す
る
。
ま
た
、第
２
部
は
、

将
来
、
自
分
が
帰
国
し
日
本
で

終
活
す
る
人
を
対
象
に
、
米
国

に
い
る
間
に
で
き
る
自
分
自
身

の
相
続
対
策
に
つ
い
て
説
明
す

る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
所
要
時
間
は
第

１
部
と
第
2
部
を
合
わ
せ
て
全

編
１
２
０
分
。
録
画
配
信
な
の

で
、
事
前
に
申
し
込
み
を
し
て

い
れ
ば
、
配
信
さ
れ
て
い
る
１

週
間
の
好
き
な
時
間
にY

ou-
T

ube

で
受
講
が
可
能
。
忙
し

い
人
や
ウ
エ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
に
不

慣
れ
な
人
で
も
受
講
が
容
易
な

の
が
特
徴
だ
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ

ー
後
に
開
催
さ
れ
る
無
料
の
ウ

エ
ブ
個
別
相
談 

︵
初
回
40
分
無

料
・
事
前
予
約
制
︶
も
合
わ
せ

て
利
用
で
き
る
。
相
続
・
争
族

対
策
の
専
門
家
が
40
分
間
、
無

料
で
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談
に

対
応
し
て
く
れ
る
。

　
参
加
は
無
料
だ
が
事
前
に

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込

み
が
必
要
。
詳
細
はhttps://

tom
a.co.jp/sem

inar/sou-
zoku-us/

を
参
照
す
る
。

日
本
の
相
続
対
策
を
解
説

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
6月5日から
YouTube配信

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
は
12

日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
の
使
用
を

制
限
す
る
法
案
を
43
対
４
票
で

可
決
し
た
。 

　
同
法
案
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
客
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
、
か

き
混
ぜ
用
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
提
供

す
る
こ
と
を
禁
じ
、
違
反
し
た

場
合
は
罰
則
が
課
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
障
害
者
の
要
望
が
あ
っ

た
場
合
の
た
め
に
在
庫
し
て
お

く
こ
と
は
で
き
る
。
ビ
ル
・
デ

ブ
ラ
シ
オ
同
市
長
は
同
法
案
を

支
持
し
て
お
り
、
同
市
長
の
署

名
の
後
、
執
行
さ
れ
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

ス
ト
ロ
ー 

禁
止
に

　
ジ
ェ
ト
ロ
は
、﹁
新
型
コ
ロ

ナ
と
政
権
交
代
、
事
業
環
境
が

激
変
す
る
米
国
石
油
ビ
ジ
ネ

ス
﹂
と
題
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を

27
日
︵
木
︶
午
後
４
時
か
ら
開

催
す
る
。
講
師
は
上
村
真
ジ
ェ

ト
ロ
・
シ
カ
ゴ
事
務
所
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
︵
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ク
シ

ョ
ン
︶。
欧
州
・
日
本
と
同
様

に
脱
炭
素
化
を
重
点
政
策
に
掲

げ
た
バ
イ
デ
ン
政
権
に
よ
る
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
現

新型コロナと政権交代

ジェトロ（シカゴ）がセミナー

27 日にオンラインで

状
を
中
心
に
、
米
国
の
石
油
業

界
を
取
り
巻
く
政
策
・
市
場
動

向
に
つ
い
て
解
説
。
使
用
言
語

は
日
本
語
。
定
員
５
０
０
人
。

参
加
費
無
料
。
問
い
合
わ
せ

は

Ｅ

メ

ー

ルC
G

O
@

jetro.
go.jp

︵

ジ

ェ

ト

ロ
・

シ

カ

ゴ

事

務

所

︶

ま

で
。

申

し

込

み
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://attendee.
g

o
to

w
e

b
in

a
r.c

o
m

/
register/144350415101
8229262 

を
参
照
。

https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/
https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/
https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/
https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/
https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/
https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/
https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/
https://www.mtckitchen.com
https://www.maxjob.com/
https://attendee.gotowebinar.com/register/1443504151018229262
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相
続
税
額
を
計
算
す
る
に

は
、
ま
ず
対
象
と
な
る
相
続
財

産
に
い
く
ら
の
価
値
が
あ
る
か

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
相
続
財
産
が
す
べ
て
金
銭

な
ら
、
財
産
の
価
格
が
い
く
ら

か
明
白
で
す
が
、
実
情
は
土
地

や
家
屋
な
ど
価
格
の
見
積
も
り

が
難
し
い
財
産
も
あ
り
ま
す
。

　
相
続
税
法
は
、
ご
く
一
部
の

財
産
は
特
別
な
評
価
方
法
に
よ

り
、
そ
の
ほ
か
の
財
産
は
﹁
時

価
に
よ
り
﹂決
定
す
る
と
定
め
、

個
々
の
財
産
の
時
価
を
公
平
に

788

日
本
の
相
続
42 

相
続
財
産
の
評
価

算
定
す
る
具
体
的
な
評
価
基

準
で
あ
る
﹁
財
産
評
価
基
本
通

達
﹂
を
設
け
て
い
ま
す
。
遺
産

分
割
で
は
相
続
開
始
時
点
の

﹁
相
場
﹂
を
基
準
に
時
価
評
価

し
ま
す
が
、
相
続
税
の
申
告
に

用
い
る
評
価
額
は
国
税
庁
の

基
本
通
達
に
従
っ
て
時
価
評

価
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
遺

産
分
割
と
相
続
税
計
算
の
財

産
評
価
は
、
異
な
る
金
額
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
国
外
財
産
を
相
続
し
た
場

合
、
課
税
時
期
現
在
の
売
買
実

例
価
格
等
を
参
考
に
し
て
評

価
し
ま
す
。
外
国
の
土
地
の
評

価
は
、
そ
の
国
に
お
け
る
相
続

税
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た

土
地
の
価
格
で
、
鑑
定
評
価
に

基
づ
い
て
合
理
的
に
算
定
さ

れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
相
続
税
の
申
告
で
最

も
重
要
で
あ
る
相
続
財
産
の

評
価
は
、
非
常
に
厄
介
で
あ

り
、
か
な
り
の
専
門
知
識
が
要

求
と
さ
れ
ま
す
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計

士
︶

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

 　ミネソタ州の裁判所で、黒人フロイド氏を膝下に殺害した白人警官に対し
て、殺人罪での有罪の評決が出されました。裁判で、この警官の上司が、問
題の行為は警察の訓練指針に違反すると明確に糾弾したことが、評決の決め
手となりました。

　この評決にアメリカ社会は安堵し、専門家からは、Blue Wall of Silence つまり「沈黙の青い壁」
が崩壊する前兆であって欲しいというコメントを何度も聞きました。　Blue は警官の青い制服を
指し、Wall of Silence は仲間の非行に沈黙しかばい合う体質を意味します。
　この公判中にも、裁判所近くで黒人青年が白人警官に撃たれて死にました。　その女性警官の
上司は、彼女が Taser ( スタンガン）と「間違えて」ピストルを撃ってしまったと弁護しました。
　今、連邦議会においてフロイド氏の名を冠した警察改革法が論議されています。　容疑者の拘
束方法などの規制や警官の責任強化など、法的な改革は達成できるでしょう。　しかし、Blue 
Wall of  Silence という壁が崩れ、警察そのものへの信頼が取り戻せなければ、社会が望む真の改
革にはなりません。

  ( 旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 米 語
Watch

 【203】

Blue Wall of Silence 
警察仲間の沈黙のかばい合い

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

カ
ナ
ダ
と
カ
ナ
ダ
投
資
庁
、
お

よ
び
ジ
ェ
ト
ロ
・
ト
ロ
ン
ト
事

務
所
は
、
カ
ナ
ダ
各
地
の
投
資

環
境
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
を
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
開

催
す
る
。
そ
の
第
１
弾
と
し
て

26
日
︵
水
︶
午
後
７
時
か
ら
、

カ
ナ
ダ
中
部
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン

州
お
よ
び
マ
ニ
ト
バ
州
の
投
資

環
境
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
を
行
う
。

　
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
お
よ
び

マ
ニ
ト
バ
州
は
カ
ナ
ダ
連
邦
政

府
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー

パ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー
・
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
に
お
け
る
﹁
プ
ロ
テ
イ
ン
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
・
ス
ー
パ

ー
ク
ラ
ス
タ
ー
﹂
の
対
象
地
域

と
し
て
、
特
に
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
、

プ
ロ
テ
イ
ン
関
連
技
術
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
集
中
す
る
地
域
と
な
っ
て

い
る
。
使
用
言
語
は
英
語
。

　

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル

a
d

m
in

@
japansocietycanada.com

︵
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
カ
ナ
ダ
の
オ
ク
サ
ワ
さ

ん
︶
ま
で
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

thejapansociety
canada.

w
ild

a
p

r
ic

o
t.o

r
g

/
event-4280277

を
参
照
。

カナダの投資環境
JS とジェトロ

26 日にウェビナー

　
Ａ
Ｎ
Ａ
︵
全
日
本
空
輸
︶
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
向

け
、
ウ
イ
ル
ス
陰
性
結
果
を
デ

ジ
タ
ル
証
明
す
る
ア
プ
リ
の
実

験
を
５
月
24
日
か
ら
６
月
６
日

ま
で
羽
田=

ホ
ノ
ル
ル
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
線
で
実
行
す
る
と
発

表
し
た
。
証
明
書
は
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ

︵
国
際
航
空
運
送
協
会
︶
が
開

発
し
﹁
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
ト
ラ
ベ
ル
パ

ス
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
陰
性

結
果
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と

で
出
入
国
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ

に
済
ま
せ
、
お
客
様
へ
の
安
心

感
を
与
え
る
こ
と
が
目
的
だ
。

参
加
者
は
﹁
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ 

ト
ラ

ベ
ル
パ
ス
﹂
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
渡
航
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
確
認
し
、
当
日
に

ア
プ
リ
を
提
示
す
る
だ
け
で
飛

行
機
に
搭
乗
で
き
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
実
験
な
の
で
、
必
ず
紙

で
の
︵
所
定
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
︶

陰
性
証
明
書
の
所
持
が
必
要
な

の
で
用
意
す
る
こ
と
。

　
現
在
Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
こ
の
実
証

実
験
参
加
者
を
募
集
し
て
い

る
。
実
験
は
希
望
者
の
み
で
、

協
力
し
、
参
加
後
ア
ン
ケ
ー
ト

を
回
答
す
る
と
１
０
０
０
マ
イ

ル
が
Ａ
Ｎ
Ａ
の
マ
イ
ル
ロ
座
に

追
加
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
部
の

医
療
機
関
で
コ
ロ
ナ
検
査
の
割

引
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
に
な

る
。
参
加
要
件
18
歳
以
上
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
搭
載
の
パ
ス
ポ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
読
み
取
り
が
で
き
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
特
定
の
医
療

機
関
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
受
け
ら
れ
る
。

実証実験についてのご案内：
https://www.ana.co.jp/ja/jp/topics/IATA-travel-pass/ 

全日空アプリ実証実験

参加者を募集
ウイルス陰性をデジタル証明

　
本
紙
５
月
15
日
号
５
面
で

報
じ
た
ア
ン
チ
ワ
ク
チ
ン
派

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

記
事
中
で
﹁
４
月
30
日
現
在

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
う
ち

15
万
７
２
７
７
人
が
強
い
副
反

応
が
あ
り
、
３
８
３
７
人
が
死

亡
、
２
万
１
６
２
３
人
が
緊
急

治
療
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
﹂
と

あ
る
の
は
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し

た
﹁
セ
イ
・
ノ
ー
・
ト
ゥ
・
キ

ル
シ
ョ
ッ
ト
﹂
の
配
布
資
料
に

記
載
さ
れ
て
い
も
の
で
実
証
は

な
く
、
米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー

︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
は
、﹁
ワ
ク
チ
ン
が

死
亡
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
証

拠
は
な
い
﹂
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
に
多
く
掲
載
さ
れ
い
る
ワ
ク

チ
ン
原
因
の
死
亡
説
を
否
定
す

る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
死
亡
な
し

Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
見
解
示
す

https://www.ana.co.jp/ja/jp/topics/IATA-travel-pass/
tel:9175773969
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
mailto:kkatonyc@earthlink.net
http://www.rostamilaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://hls-global.com
https://thejapansocietycanada.wildapricot.org/event-4280277
mailto:dmin@japansocietycanada.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
アジア出身生徒の発言行動に迫る（３）

　
前
回
は
、
米
国
人
学
生
ら
は

ク
ラ
ス
内
で
の
発
言
ま
で
の
準

備
が
非
常
に
早
い
一
方
、
ア
ジ

ア
人
学
生
ら
は
そ
の
準
備
に
時

間
を
長
く
か
け
て
い
る
と
い
う

研
究
結
果
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
教
育
を

受
け
た
私
自
身
の
経
験
を
通
し

て
も
、
全
く
そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
す
。
発
言
す
る
か
ら
に
は

的
外
れ
な
こ
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
き
ち
ん
と
ア
イ
デ
ア
を
ま

と
め
、
そ
れ
が
的
確
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
正
し
い
英
語
で
確
実

に
意
味
が
通
る
こ
と
を
確
認

し
、
心
の
準
備
も
し
て
か
ら
手

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
結
局
は
準
備
自
体
に

時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
次
々
と

周
り
の
米
国
人
学
生
の
発
言
に

追
い
越
さ
れ
、﹁
自
分
の
番
だ
﹂

と
思
っ
た
時
に
は
す
で
に
話
の

ト
ピ
ッ
ク
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
ア
ジ
ア
人
学
生
が
な
か
な

か
発
言
し
な
い
、
あ
る
い
は
発

言
で
き
な
い
の
は
、
こ
の
﹁
正

確
な
こ
と
を
言
お
う
﹂
と
い
う

真
面
目
な
価
値
観
と
そ
の
発
言

準
備
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
た
め
、

多
く
は
発
言
機
会
を
失
っ
て
し

ま
う
と
い
う
の
も
肯
け
ま
す
。

　
で
は
、
米
国
人
学
生
が
あ
ま

り
準
備
も
せ
ず
に
早
い
段
階
で

発
言
を
始
め
る
と
、
一
体
ど
う

い
っ
た
発
言
の
し
方
を
す
る
の

か
。
ま
た
、
丁
寧
に
時
間
を
か

け
て
準
備
し
た
ア
ジ
ア
人
学
生

の
発
言
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
、
と
い
う
点
に
も
大
き
な

興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
の
ク
ラ
ス
の
ビ
デ
オ
の

ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
︵
書
き
出

し
︶を
し
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

非
常
に
面
白
い
、
大
き
な
違
い

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
予
測
し

た
と
お
り
多
く
の
ア
ジ
ア
人
学

生
の
発
言
は
、
例
え
ば
﹁
一
つ

答
え
を
選
べ
﹂
と
い
う
質
問
な

ら
、 “I think it w

ould be 

○
○ because of --.” 

と
い

っ
た
、
先
生
の
質
問
に
対
し
て

的
確
で
短
い
答
え
を
発
言
と
し

て
い
ま
し
た
。
実
際
、
た
っ
た

一
文
の
み
の
答
え
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上

の
深
い
説
明
や
、
例
を
挙
げ
て

到
達
し
て
い
ま
す
。要
す
る
に
、

声
に
出
し
て
考
え
な
が
ら
、
答

え
探
し
の
思
考
過
程
そ
の
も
の

が
発
言
と
な
る﹁
模
索
型
発
言
﹂

の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
こ

で
要
約
す
る
と
、
①
ア
ジ
ア
人

学
生
は
前
も
っ
て
発
言
で
言
う

内
容
に
準
備
を
か
け
る
の
で
、

発
言
自
体
は
短
く
、
的
確
で
シ

ン
プ
ル
な
内
容
で
あ
る
傾
向
が

あ
り
、
②
米
国
人
学
生
は
準
備

に
時
間
を
か
け
ず
に
ま
ず
話
し

始
め
、
そ
こ
か
ら
発
言
内
で
内

容
を
あ
れ
こ
れ
と
探
す
の
で
、

発
言
が
少
し
大
ま
か
で
長
く
な

る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
以
前
お
話
し
し
た
よ
う
に
、

米
国
の
大
学
の
授
業
で
﹁
発
言

す
る
﹂
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

授
業
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
評
価
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
良
い
印
象
や
点
数

が
得
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
に
も
な

り
ま
す
。
で
す
の
で
、
米
国
人

学
生
は
﹁
発
言
参
加
を
す
る
こ

と
自
体
が
重
要
﹂
と
い
う
価
値

観
を
持
っ
て
お
り
、
例
え
答
え

が
間
違
っ
て
い
て
も
、
意
見
が

少
々
ず
れ
て
い
て
も
、﹁
発
言

す
る
﹂
こ
と
自
体
に
重
点
を
置

い
て
い
る
と
い
う
気
が
し
ま

す
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
そ
れ
が

ク
ラ
ス
の
価
値
あ
る
メ
ン
バ
ー

の
一
人
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
お
そ
ら
く
な
か
に
は
﹁
発

言
す
る
＝
有
能
で
あ
る
こ
と
を

見
せ
る
﹂
と
い
っ
た
目
的
も
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対

し
て
、
ア
ジ
ア
出
身
生
徒
ら
は

﹁
正
し
い
答
え
を
言
え
る
こ
と

が
重
要
﹂
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
彼
ら
の
な
か
で
は
、
間

違
っ
て
い
た
り
、
的
外
れ
な
答

え
を
ク
ラ
ス
の
前
で
言
う
ぐ
ら

い
な
ら
、
黙
っ
て
お
い
た
ほ
う

が
い
い
と
い
う
価
値
観
が
あ
る

の
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

長
く
話
す
と
い
う
こ
と
は
多
く

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

を
シ
ン
プ
ル
に
﹁
回
答
型
発

言
﹂
と
し
ま
し
ょ
う
。
一
方
、

米
国
人
学
生
ら
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
話
し
始
め
て
か
ら
質

問
の
答
え
を
模
索
す
る
よ
う
な

発
言
の
仕
方
が
多
か
っ
た
の
で

す
。
例
え
ば “

U
m

m
, w

ell, 
I guess it w

ould have to 
be

… uhh,  w
ell actually 

○

○ or X
X

? O
h, but I 

th
in

k, m
ay

be x
x

? B
e-

cause um
m

 y
ou know

, 
in

 m
y

 ex
perien

ce, if it 
w

as xx, it w
ould have to 

be this w
ay or that w

ay

…. So w
ould it be xx?

…

I guess. B
ut uhh yeah.” 

こ
の
発
言
は
長
い
文
章
で
、

曖
昧
さ
や
た
め
ら
い
が
見
ら

れ
、 “like,” “

um
m

,” “
but,” 

“
you know

” 

な
ど
を
何
度

も
使
い
、
ま
た
同
じ
表
現
を
く

り
返
し
た
り
、
言
い
直
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の

経
験
を
仮
定
的
に
述
べ
、
回
り

道
を
し
な
が
ら
最
後
は
答
え
に

　
メ
イ
ン
州
産
の
活
ロ
ブ
ス
タ

ー
を
お
し
ゃ
れ
に
前
菜
風
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
一
品
。
ロ
ブ
ス
タ

ー
の
旬
は
５
月
〜
９
月
が
旨
い

時
期
だ
と
い
う
、
ジ
ュ
ー
シ
ー

騰
さ
せ
た
中
に
８
〜
９
分
茹
で

冷
水
に
冷
ま
し
て
お
く

　
②
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
サ
ワ
ー
ク

リ
ー
ム
、
レ
モ
ン
少
々
、
キ
ャ

ビ
ア
大
サ
ジ
４
を
入
れ
て
ソ
ー

ス
を
作
っ
て
置
く
、

　
③
ピ
ー
ン
と
ロ
ブ
ス
タ
ー
背

伸
び
状
態
か
ら
殻
中
身
か
ら
取

り
出
し
２
㎝
メ
ダ
リ
オ
ン
型
に

ス
ラ
イ
ス
す
る
、

　
大
き
な
皿
に
キ
ュ
ウ
リ
４
と

ロ
ブ
ス
タ
ー
の
せ
て
廻
り
に
作

っ
て
お
い
た
キ
ャ
ビ
ア
ソ
ー
ス

を
注
ぐ
、

　
飾
り
に
ゆ
で
た
ブ
ロ
ッ
コ

リ
、
プ
チ
ト
マ
ト
　
＊
ロ
ブ
ス

タ
ー
身
を
キ
ュ
ウ
リ
、ト
マ
ト
、

ア
ボ
カ
ド
ダ
イ
ス
切
り
に
し
て

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
ヴ
ィ
ネ
ガ

ー
少
々
加
え
タ
ッ
チ
マ
ヨ
ー
ネ

ズ
で
仕
上
げ
る
一
品
。

活ロブスター ..300g ｘ２尾
（竹串を背からピーンと刺す）
キュウリ皮むき ２㎝輪切り
マヨネーズ .................. 大６
サワークリーム .......... 大３
レモン汁 ..................... 小１

市販カイムキャビア
（はとびこ黒で OK）

＊　飾り付け；ブロッコリ、
プチトマト、食花あれば、

食材４人分　

な
味
わ
い
と
プ
リ
プ
リ
感
食

べ
、
香
り
は
た
ま
ら
な
い
！
　

家
族
で
ワ
イ
ン
を
囲
ん
で
ロ
ブ

ス
タ
ー
を
豪
華
に
食
べ
元
気
を

出
そ
う
。

作
り
方

①
大
き
な
鍋
に4000m

l

の

水
に
入
れ
に
塩
、
ハ
ー
ブ
あ
れ

ば
タ
イ
ム
、
パ
セ
リ
適
量
　
沸

ロ
ブ
ス
タ
ー
メ
ダ
リ
オ
ン

サ
ラ
ダ
／
カ
イ
ム
キ
ャ
ビ
ア
添
えMaine lobster medallion w/kamuy cavia

tel:2019438003
http://shinbashi72.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

5

　
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
し
た
Ｎ
Ｙ
で
は
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
全
公
演
が
21
年
５

月
31
日
ま
で
中
止
と
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
り
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
関
係
者
10
万
人
が
失
職
す

る
な
か
、
近
隣
の
劇
場
レ
ス
ト

Ｎ
Ｙ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
、

２
０
２
１
年
９
月
か
ら
再
開
の
兆
し
！

ラ
ン
が
無
料
で
食
事
提
供
す
る

な
ど
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
相
互
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
た
。

■
俳
優
ダ
ン
サ
ー
達
の
成
功

が
、
同
時
に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
成

功
だ

　
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
に
無
料
で

食
事
支
援
す
る
と
名
乗
り
を

上
げ
た
の
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
あ
る
Ｎ
Ｙ
フ
レ
ン
チ
の

マ
ル
セ
イ
ユ
レ
ス
ト
ラ
ン
と

イ
タ
リ
ア
ン
の
ニ
ッ
ツ
ア
レ

ス
ト
ラ
ン
だ
。
オ
ー
ナ
ー
達

は
﹁
今
ま
で
景
気
の
良
い
時

に
劇
場
に
稼
が
せ
て
貰
っ
た

お
礼
だ
。
劇
場
と
俳
優
や
ダ

ン
サ
ー
達
の
成
功
が
、
同
時

に
我
々
レ
ス
ト
ラ
ン
の
成
功

で
も
あ
る
﹂
と
声
を
上
げ
た
。

Y
our success has been 

our success,&
quot; the 

restaurants told actors. 

︵B
usiness Insider

︶

■
先
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
が
医

療
従
事
者
を
支
援
し
て
い
た

　
実
は
コ
ロ
ナ
拡
大
が
急
に
広

が
っ
た
20
年
5
月
に
先
駆
け

て
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
は
Ｎ
Ｙ

ベ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
の
最
前
線
で

働
く
医
療
従
事
者
や
そ
の
近
隣

レ
ス
ト
ラ
ン
に
食
事
提
供
す
る

支
援
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
で

医
療
従
事
者
達
は
厳
し
い
コ
ロ

ナ
の
大
波
を
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。
他
方
、
全
公

演
が
中
止
と
な
っ
た
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
も
長
引
く
失
業
の
ま
ま

瀕
死
な
状
態
に
陥
っ
て
い
く
な

か
、
今
度
は
劇
場
近
隣
レ
ス
ト

ラ
ン
が
昨
年
の
秋
か
ら
無
料
で

食
事
支
援
に
乗
り
出
し
た
ワ
ケ

で
あ
る
。

■
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
力
が

広
が
る

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
協
力
し
あ
う

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
と
レ
ス
ト
ラ

ン
オ
ー
ナ
ー
と
医
療
従
事
者
た

ち
。
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
輪
が
、
コ
ロ
ナ
後
の
Ｎ
Ｙ
再

生
を
目
指
す
動
き
と
し
て
注
目

さ
れ
始
め
た
こ
の
１
年
、
よ
う

や
く
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
再
開
の

兆
し
と
な
っ
た
。
昨
年
コ
ロ
ナ

蔓
延
し
た
直
後
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
が
医
療
従
事
者
を
支
援

し
、
今
度
は
劇
場
レ
ス
ト
ラ
ン

が
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
を
支
援
バ

ッ
ク
す
る
と
い
う
、
各
業
界
が

連
携
し
合
う
こ
と
で
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
サ
イ
ク
ル
と
な
り
Ｎ
Ｙ

経
済
再
生
へ
と
繋
が
っ
て
い

る
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
に
再
び

ネ
オ
ン
が
戻
る
日
も
近
い
。

古
市
裕
子

NY Marketing Business 
Action, Inc

代
表
　SDGs

×

次
世
代
×
企
業
価
値
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
／
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
に
17
年
勤
務
／
Ｎ
Ｙ
市
立
大

学
院
修
士
卒
・
国
連
博
士
課
程

SDGs

所
属
／
Ｎ
Ｙ
進
出
日
系

企
業
支
援
／
日
米
各
地
の
教
育

機
関
な
ど
でSDGs

に
つ
い

て
の
講
演
を
精
力
的
に
行
う
。

　
上
部
の
出
っ
張
っ
た
部
分
が

お
相
撲
さ
ん
の
マ
ゲ
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
﹁
ス
モ
ウ
・

シ
ト
ラ
ス
﹂
と
命
名
さ
れ
た
こ

の
果
物
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で

２
０
１
１
年
か
ら
栽
培
が
開
始

さ
れ
た
ネ
ー
ブ
ル
オ
レ
ン
ジ
や

ブ
ン
タ
ン
の
交
配
種
で
、
出
っ

張
り
の
お
か
げ
で
皮
を
む
く
の

も
簡
単
な
う
え
、
甘
さ
が
際
立

つ
マ
ン
ダ
リ
ン
の
よ
う
な
味
が

す
る
。
日
本
で
は
１
９
７
０
年

に
誕
生
し
、
90
年
代
ま
で
に
そ

の
美
味
し
さ
で
人
気
が
高
ま
っ

た
﹁
不
知
火
︵
し
ら
ぬ
ひ
︶﹂

ま
た
は
﹁
デ
コ
ポ
ン
﹂
と
言
っ

た
ほ
う
が
馴
染
み
の
あ
る
人
が

多
い
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
で
の

流
通
量
は
多
く
な
か
っ
た
が
、

近
年
は
徐
々
に
生
産
量
が
増
加

し
販
売
店
も
増
え
た
。
Ｎ
Ｙ
市

内
の
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
で
は
１
パ

ウ
ン
ド
３
ド
ル
99
セ
ン
ト
と
普

通
の
オ
レ
ン
ジ
よ
り
も
高
額
だ

が
、
み
か
ん
と
オ
レ
ン
ジ
の
良

い
と
こ
ろ
を
掛
け
合
わ
せ
て
作

ら
れ
た
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
甘
さ
を

ご
堪
能
あ
れ
。

米国で人気に

日本産フルーツ

スモウ・シトラス

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　
第
24
回
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
映
画

祭︵
Ｂ
Ｆ
Ｆ
︶が
６
月
４
日︵
金
︶

か
ら
13
日
︵
日
︶
ま
で
、
公
式

サ
イ
ト
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上

映
と
、
グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
に

あ
る
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
︵300 K

ingsland A
ve

︶

で
の
屋
内
上
映
の
両
方
で
開
催

さ
れ
る
。
期
間
中
は
短
編
・
長

編
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
７
部
門
か

ら
１
４
０
作
品
を
上
映
す
る
。

　
日
本
か
ら
の
参
加
は
、
宇
賀

那
健
一
監
督
・
脚
本
の
不
条
理

コ
メ
デ
ィ
﹁
異
物
﹂︵
２
０
２
０

年
、
22
分
︶
と
、
は
る
か
昔
か

ら
東
北
地
方
に
伝
わ
る
山
岳
宗

教
修
行
の
秘
道
で
あ
っ
た
厳
冬

の
山
々
を
記
録
し
た
ユ
ー
ジ
ー

ン
・
Ｋ
監
督
の
短
編
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
﹁
山
水
﹂︵
20
年
、

９
分
︶
の
２
作
品
。

　
視
聴
料
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
映

が
各
10
ド
ル
、
Ｂ
Ｆ
Ｆ
と
キ
ッ

ズ
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
の
合
わ
せ

て
１
４
４
作
品
が
全
て
視
聴
可

能
な
フ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ

ス
が
24
ド
ル
。
屋
内
上
映
の
チ

ケ
ッ
ト
は
各
15
ド
ル
、
屋
内

上
映
22
作
品
が
全
て
観
ら
れ

る
フ
ル
イ
ン
ド
ア
パ
ス
は
50

ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

７
１
８
・
３
８
８
・
４
３
０
６
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルsupport@

w
bff.org

ま
で
。
チ
ケ
ッ
ト
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
brooklynfilm

festival.org

を
参
照
す
る
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

映
画
祭
開
幕
へ

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@tsutech.com
https://www.brooklynfilmfestival.org
http://www.jwsny.org
https://swacia.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://www.aozoragakuen.com/
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14
　
今
号
で
は
２
０
０
４
年
に
グ

リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
に
オ
ー

プ
ン
し
、
モ
ダ
ン
で
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
な
店
内
で
本
格
和
食
が

堪
能
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と

し
て
一
世
を
風
靡
し
た
﹁E

N
 

Japanese B
rasserie

﹂

の

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
シ
ェ
フ
を
長

年
務
め
た
安
陪
弘
樹
さ
ん
が
登

場
。
Ｎ
Ｙ
で
手
に
入
れ
や
す
い

材
料
を
使
っ
た
和
食
の
お
か
ず

２
品
と
、
超
絶
簡
単
で
美
味
し

い
デ
ザ
ー
ト
１
品
を
紹
介
し
ま

す
。
ほ
ん
の
ひ
と
手
間
と
、
安

陪
シ
ェ
フ
直
伝
の
コ
ツ
で
い
つ

も
よ
り
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
お
料

理
に
挑
戦
！

１
　
火
が
通
り
や
す
い
よ
う
野

菜
を
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
に

切
る
。

2
　 [

Ａ]

を
火
に
か
け
、
沸

騰
し
た
ら
野
菜
を
入
れ
る
。
火

が
通
り
に
く
い
も
の
か
ら
入

れ
、
緑
の
も
の
は
最
後
に
。
火

を
止
め
て
水
溶
き
片
栗
粉
で
と

ろ
み
を
つ
け
最
後
に
も
う
１
回

火
に
か
け
て
沸
か
す
。

３
　
サ
ワ
ラ
に
塩
、
胡
椒
、
オ

ニ
オ
ン
パ
ウ
ダ
ー
を
振
っ
て
か

ら
小
麦
粉
を
つ
け
る
。

１
　
鶏
肉
、
し
め
じ
を
切
る
。

２
　
鶏
肉
を
サ
ッ
と
湯
通
し
す

る
。

３
　
鍋
に
水
と
2
の
鷄
を
入
れ

出
汁
を
作
る
。
沸
騰
さ
せ
ア
ク

を
取
り
な
が
ら
15
分
ぐ
ら
い
炊

く
。

1
　
蒸
し
た
芋
の
皮
を
剥
い
て

ボ
ー
ル
で
潰
し
、
は
ち
み
つ
、

バ
タ
ー
を
加
え
混
ぜ
る
。
芋
を

細
か
く
潰
せ
ば
潰
す
ほ
ど
口
当

た
り
が
滑
ら
か
に
な
っ
て
美
味

し
い
。

2
　
芋
を
オ
ー
ブ
ン
ま
た
は
電

子
レ
ン
ジ
で
温
め
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
の
せ
た
ら
出
来
上
が

り
！

★
芋
を
細
か
く
潰
す
の
が
ポ
イ

ン
ト
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
溶

か
し
な
が
ら
一
緒
に
食
べ
る
と

頬
っ
ぺ
た
落
ち
ま
す
。

サ
ワ
ラ
の
野
菜
あ
ん
か
け

鷄
出
汁
茶
碗
蒸
し 簡

単
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
・
ア
ラ
モ
ー
ド

4
　
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
引
き

弱
火
で
両
面
を
焼
く
。

５
　
焼
い
た
サ
ワ
ラ
に
野
菜
あ

ん
を
か
け
て
完
成
。

　★
こ
の
レ
シ
ピ
に
酢
を
30
ｃ
ｃ

を
入
れ
て
もG
O

O
D

！

サワラ（Spanish macker-
el） ............2 切れ (80gx2)
お好みの野菜 ( 人参、椎
茸、絹さや、生姜、赤パ
プリカ、三つ葉、ズッキー
ニ、玉ねぎ、セロリなど )

水溶き片栗粉、小麦粉
.................................適量
オニオンパウダー ... 少々
[A]
水 .......................... 500cc
醤油、みりん ......各 50cc

サツマイモ 1 個 (350g)
はちみつ ............... 30g
バター ................... 30g
アイスクリーム ...適量

材料（２人前）
卵 (M) ..................................3 個
鶏肉 .................................. 150g
しめじ ...................... 1/2 パック
三つ葉 ................................少々
水 .................................... 750cc
薄口醤油 .... 15cc ( 濃口でも可 )
塩 ...................................... 少々
片栗粉

４
　
氷
水
で
冷
や
し
、
こ
し
て

出
汁
と
鶏
肉
に
分
け
る
。

５
　
ボ
ー
ル
に
卵
を
割
り
入
れ

鷄
の
出
汁
４
５
０
ｃ
ｃ
、
薄
口

醤
油
、
塩
少
々
を
混
ぜ
合
わ
せ

こ
す
。

６
　
器
に
鷄
肉
と
し
め
じ
を
入

材料（２人前）

材料（２人前）

れ
5
を
入
れ
る
。
上
か
ら
ラ
ッ

プ
か
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
か
け

る
。

７
　
弱
火
で
15
分
蒸
す
︵
時
間

は
器
に
よ
っ
て
変
わ
る
︶。
鍋

と
蓋
の
間
に
隙
間
を
開
け
る
こ

と
。

８
　
残
り
の
出
汁
に
醤
油
、
塩

な
ど
で
味
付
け
を
し
、
水
溶
き

片
栗
粉 (

水
と
片
栗
粉
同
量)

で
あ
ん
を
作
る
。

9
　
蒸
し
上
が
っ
た
か
確
認
す

る
。
少
し
斜
め
に
傾
け
て
固
ま

っ
て
い
た
ら
Ｏ
Ｋ
！
三
つ
葉
を

の
せ
、
あ
ん
を
か
け
て
完
成
！

★
中
に
入
れ
る
具
材
は
水
気
が

安陪 弘樹さん

　福岡県出身。寿司職人の父を持
ち、12 歳から父の厨房を手伝う。
日本で様々な和食の修行を積ん
だ後、2001 年にニューヨークへ。

「EN」でエグゼクティブシェフを
務めた後、「EN」２店舗目の店

「Chateau Hanare」のオープニン
グ・エグゼクティブシェフとし
て LA へ。現在は NY でレストラ
ンコンサルティングのほか、お弁
当とケータリングの「ABENTO」
を主宰。
www.chefabeskitchen.com/

少
な
い
お
好
き
な
も
の
を
。
か

つ
お
出
汁
を
使
っ
て
も
も
ち
ろ

ん
Ｏ
Ｋ
。
上
に
飾
る
物
は
柚
子

や
梅
な
ど
も
お
す
す
め
。

http://www.chefabeskitchen.com/
https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/korin-sharpening-service
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

名
門
大
橋
指
圧
の
精
神
を
受
け
継
ぐ

　
今
回
は
と
て
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
若
返
り
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
、

ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
マ
ス
ク
生
活
も
早
一
年

以
上
。
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
で
屋

外
で
の
マ
ス
ク
着
用
の
義
務
は

無
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
コ
ロ
ナ
対
策
に
は
必
要
な

の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。
マ
ス

ク
を
し
始
め
て
か
ら
は
、
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
も
つ
い
目
元
が
中
心

に
。
そ
こ
で
気
に
な
っ
て
し
ま

う
の
が
顔
の
上
半
分
、
額
や
目

尻
や
眉
間
の
し
わ
。
私
も
一
日

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
る
日

が
多
く
、
つ
い
眉
間
に
し
わ
を

寄
せ
る
く
せ
が
つ
い
て
し
ま

い
、
消
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
ド
ク
タ
ー
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
シ
ワ
の
悩
み
に
お
す
す

め
で
即
効
性
が
あ
る
の
は
ボ
ト

ッ
ク
ス
と
の
こ
と
。
ボ
ト
ッ
ク

ス
と
は
、
表
情
じ
わ
の
改
善
に

効
果
が
あ
る
治
療
で
す
。
筋
肉

に
注
射
す
る
と
、
筋
肉
の
緊
張

を
弱
め
る
作
用
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
で
き
る
し
わ
を
予
防
す
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。
一
度
出
来

て
し
ま
っ
た
し
わ
は
無
く
す
こ

と
が
出
来
な
い
か
ら
、
深
い
し

わ
に
定
着
し
て
し
ま
う
前
に
早

め
の
治
療
が
有
効
と
の
こ
と

で
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
行
っ
て

い
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ボ
ト
ッ
ク
ス

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
ナ
チ

ュ
ラ
ル
ボ
ト
ッ
ク
ス
と
は
い
き

な
り
多
い
量
を
注
射
す
る
の
で

は
な
く
、
よ
り
少
量
を
加
減
し

な
が
ら
完
全
に
表
情
し
わ
を
消

さ
な
い
よ
う
な
と
て
も
マ
イ
ル

ド
な
仕
上
が
り
に
す
る
手
法
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
表
情
の
ま
ま
し

わ
を
改
善
で
き
ま
す
。
そ
し
て

安
全
面
で
す
が
、
当
院
で
は
安

心
・
安
全
・
高
品
質
で
満
足
度

も
高
い
、
ア
メ
リ
カ
Ｆ
Ｄ
Ａ
と

日
本
の
厚
生
労
働
省
承
認
の
ボ

ト
ッ
ク
ス
ビ
ス
タ
︵
ア
ラ
ガ
ン

社
︶
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
注

射
の
効
果
は
す
ぐ
に
あ
ら
わ

れ
、
約
4
、
5
か
月
持
続
。
部

分
的
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
た

め
、
レ
ー
ザ
ー
な
ど
よ
り
も
費

用
が
抑
え
ら
れ
即
効
性
の
あ
る

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
で
す
。
何
だ

か
表
情
が
柔
ら
か
く
な
っ
た

ね
！
　
と
言
わ
れ
る
こ
の
頃
で

す
。

　
名
取
由
稀
江
：
国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 

& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

し
わ
対
策
に
は
ボ
ト
ッ
ク
ス

5

　
金
山
久
美
子
さ
ん
は
、
欧
米

で
の
指
圧
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

る
叔
父
、
大
橋
渉
氏
が
開
発
し

た
大
橋
法
の
元
認
定
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
米
国
、
欧
州

で
指
導
し
て
い
た
。
30
年
近
く

の
指
導
経
験
に
基
づ
き
直
感
的

な
指
圧
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
、
２
０
１
２
年
に
フ
ァ
イ
ブ
・

ラ
イ
ツ
・
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し

た
。
指
圧
講
師
達
と
そ
の
周
り

の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
深

め
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
常
に
保
ち
、

２
０
１
８
年
か
ら
仲
間
た
ち
と

﹁
皆
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
指

圧
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
﹂
を
掲
げ

指
圧
キ
ャ
ン
プ
を
日
本
や
ア
メ

リ
カ
で
開
催
し
て
き
た
。

　
こ
れ
は
指
圧
講
師
達
が
集
ま

り
、
切
磋
琢
磨
し
、
学
び
話
し

合
い
、
友
情
を
深
め
る
場
と
な

り
、
指
圧
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

験
し
て
貰
え
れ
ば
痛
み
が
取

れ
、
心
と
体
が
楽
に
な
る
と
、

長
年
の
経
験
か
ら
信
じ
て
い

る
。
２
０
２
０
年
の
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
か
ら
１
か
月
後
、
４
月
11

日
に
は
フ
ァ
イ
ブ
・
ラ
イ
ツ
・

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
る
授
業
は

す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替

え
た
。
見
え
な
い
、
聞
こ
え
な

い
、
触
れ
な
い
、
臭
わ
な
い
、

食
べ
ら
れ
な
い
、
五
感
で
は
感

じ
取
れ
な
い
、
コ
ロ
ナ
に
指
圧

の
基
本
理
念
で
あ
る
、
腹
に
効

く
・
聞
く
を
、
実
際
に
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
？
　
い
か
に
一

人
ひ
と
り
が
ヒ
ー
ラ
ー
と
し
て

受
け
止
め
、
ど
う
行
動
す
る
の

か
と
い
う
事
を
悩
み
抜
い
た
結

果
、﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
ー
チ

ャ
ル
指
圧
会
﹂
を
立
ち
上
げ
、

毎
週
土
曜
日
11
時
に
仲
間
達
と

共
に
セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
た
。

　
毎
回
率
先
し
て
参
加
し
て
い

る
ベ
テ
ラ
ン
講
師
達
の
他
に
も

添
削
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
イ
タ
リ
ア
語
か

ら
英
語
に
と
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意

と
す
る
分
野
で
メ
ン
バ
ー
が
参

加
し
て
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

て
い
る
。
毎
週
新
し
い
ゲ
ス
ト

講
師
が
長
年
培
っ
た
東
洋
医
療

法
・
癒
や
し
法
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

や
哲
学
な
ど
を
参
加
者
に
教
え

て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

　
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
真
向
法

ス
ト
レ
ッ
チ
、
気
功
法
、
太
極

拳
、
ヨ
ガ
、
八
卦
の
教
え
、
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
、
精
進
料
理
、

音
や
声
な
ど
を
使
っ
た
癒
や
し

法
、
セ
ル
フ
ケ
ア
、
瞑
想
法
、

ヒ
ー
リ
ン
グ
の
技
術
な
ど
が
あ

る
。
バ
ー
チ
ャ
ル
指
圧
会
は
金

山
の
指
揮
で
三
礼
と
合
掌
、
瞑

想
か
ら
始
め
、
指
圧
に
入
る
よ

う
に
皆
で
心
を
落
ち
着
か
せ
て

セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
ー
チ
ャ
ル

指
圧
会
は
多
く
の
人
が
参
加
し

始
め
た
。
有
名
な
指
圧
の
先
生

達
が
参
加
し
て
、
埋
も
れ
て
い

た
ベ
テ
ラ
ン
指
圧
師
の
発
掘
も

出
来
た
。﹁
コ
ロ
ナ
に
対
し
て

は
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
世
界
に

邪
気
が
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
形
で

現
れ
た
と
東
洋
医
学
の
観
点
か

ら
考
え
て
い
ま
す
。
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
良
く
な
れ
ば
地
球

温
暖
化
、
人
々
の
気
持
ち
も
優

し
く
お
お
ら
か
に
な
り
、
地
球

も
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
木

も
沢
山
生
え
て
、
海
も
き
れ
い

に
な
り
サ
ン
ゴ
も
魚
も
ス
イ
ス

イ
と
波
に
の
り
、
山
火
事
や
津

波
と
い
う
荒
れ
た
自
然
の
動
き

も
治
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
﹂
と
話
す
。
広
島

県
三
原
市
出
身
。
青
山
学
院
大

学
文
学
部
史
学
科
卒
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
。︵
三
浦
良
一
記

者
、
写
真
は
本
人
提
供
︶

ファイブ・ライツ・センター代表

金山 久美子さん

www.fi velightscenter.com 

週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

http://www.fi
http://www.nyseikatsu.com
http://jmart-usa.com/en/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
https://www.naturalhealingartists.com/
https://artofhaiku.org/
http://www.idocenter.com
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
海
外
生
活
体
験
者
や
将
来
グ

ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
を
志
す
学
生

を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
Ｒ
Ｔ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
７
月
11
日
︵
日
︶
午
前
８

時
︵
日
本
時
間
︶
か
ら
、
日
本

人
帰
国
受
験
予
定
者
を
対
象
と

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
﹁
帰
国

入
試
＆
大
学
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス

２
０
２
１
﹂
を
開
催
す
る
。

　
同
団
体
は
、
東
京
大
学
・
京

都
大
学
・
一
橋
大
学
・
早
稲
田

大
学
・
慶
応
大
学
・
上
智
大
学
・

明
治
大
学
・
立
教
大
学
・
青
山

学
院
大
学
等
の
学
生
や
卒
業
生

を
中
心
に
構
成
、
現
在
メ
ン
バ

ー
は
学
生
だ
け
で
数
千
人
を
数

え
、
海
外
生
活
体
験
者
の
相
互

支
援
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
交
流
支
援
、
帰
国
入
試
支

援
、
就
活
支
援
等
の
活
動
を
通

じ
て
、
海
外
生
活
体
験
者
の
相

互
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
行
っ
て
い
る
。

　
参
加
費
無
料
。
詳
細
は
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.facebook.

com
/

を
参
照
す
る
。

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

帰国入試説明会
RTNプロジェクト

7月11日にオンライン配信

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
高
松
さ
な
え
校
長
︶
全
日

制
課
程
幼
児
部
で
は
、
5
月
14

日
、 

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
っ
た
。

　
講
師
の
小
西
幸
子
氏
が
画
面

に
登
場
し
、﹁
こ
ん
に
ち
は
、

遊
び
ま
し
ょ
う
、
歌
い
ま
し
ょ

う
、
踊
り
ま
し
ょ
う
﹂
と
い
う

歌
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た

後
、
主
活
動
が
始
ま
っ
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
﹁
動
物
﹂。
小

西
先
生
が
奏
で
る
﹁
動
物
の
謝

肉
祭
﹂の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、

子
ど
も
達
は
ラ
イ
オ
ン
、
か
っ

こ
う
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
象
な
ど

の
動
物
に
な
り
き
っ
て
体
を
動

か
し
た
り
、
鳴
き
声
を
ま
ね
し

た
り
し
た
。
切
れ
の
い
い
ピ
ア

ノ
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
子
ど

も
達
は
曲
調
に
合
わ
せ
て
の
び

の
び
と
体
を
動
か
し
、
表
情
を

変
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
を
演

じ
て
い
た
。

　
最
後
も
明
る
く
﹁
さ
よ
う
な

ら
﹂
の
歌
で
締
め
く
く
ら
れ
、

﹁
み
な
さ
ん
楽
し
か
っ
た
で
す

か
﹂
と
聞
か
れ
る
と
﹁
は
ー

い
！
﹂
と
勢
い
よ
く
た
く
さ
ん

の
手
が
上
が
っ
た
。

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
育 

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
で

　

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ 

相
澤 

順 

校
長
︶
で
15
日
、

第
45
回
運
動
会
を
盛
大
に
行
っ

た
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
実
施
で

き
ず
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

っ
た
。
ま
た
、
次
年
度
の
学
校

移
転
の
為
、
現
在
の
校
舎
で
行

な
わ
れ
る
最
後
の
運
動
会
と
な

っ
た
。

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、﹃
永

遠
に
刻
め 

〜Sm
ile A

gain

〜
﹄
。
赤
組
、
白
組
そ
れ
ぞ
れ

の
団
長
・
副
団
長
が
﹁
き
ら
め

く
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
、
全
力

を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。﹂

と
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
て
開

幕
し
た
。
短
距
離
走
で
は
、
一

人
一
人
が
全
力
で
ト
ラ
ッ
ク
を

駆
け
抜
け
、
そ
の
姿
に
温
か
い

声
援
が
送
ら
れ
た
。
団
体
種
目

で
は
、
学
年
を
超
え
１
つ
の
チ

ー
ム
と
し
て
結
束
し
、
高
学
年

が
中
心
と
な
っ
て
作
戦
を
立
て

て
、
見
応
え
の
あ
る
勝
負
を
繰

り
広
げ
た
。

　
ま
た
、
同
校
の
特
色
の
一
つ

で
あ
る
異
学
年
交
流
種
目
で

は
、
初
等
部
、
中
等
部
の
垣
根

を
超
え
、
中
等
部
の
生
徒
が
初

等
部
の
児
童
を
力
強
く
サ
ポ
ー

ト
し
た
り
、励
ま
し
た
り
す
る
、

頼
も
し
い
場
面
が
多
く
見
ら
れ

た
。

　
最
大
の
見
所
、
表
現
演
技
で

は
、
１
・
２
・
３
年
生
は
、﹃
み

ん
な
でD

.D

　
ド
ラ
え
も
ん
・

ダ
ン
ス
﹄と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス
を
披
露
し

た
。
４
・
５
・
６
年
生
は
、﹃
Ｇ

Ｊ
Ｓ
ソ
ー
ラ
ン
２
０
２
１
﹄
を

披
露
。
躍
動
感
溢
れ
る
力
強
い

動
き
を
見
せ
た
。
７
・
８
・
９
年

生
は
、﹃
Ｇ
Ｊ
Ｓ
集
団
行
動
〜

C
hallenge

〜
﹄
を
披
露
。
指

揮
者
の
合
図
に
従
い
、
統
制
の

と
れ
た
素
早
い
動
き
で
、
隊
列

を
変
え
た
り
、
行
進
し
た
り
し

た
。
最
後
に
は
、
パ
ネ
ル
を
使

っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
演
技

を
締
め
く
く
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
同
校
恒
例
の
応
援

合
戦
で
は
、
応
援
団
が
中
心
と

な
り
、
エ
ー
ル
交
歓
や
、
拍
子

打
ち
を
披
露
し
た
。
児
童
生
徒

の
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
中
に
響
き

渡
り
、
参
加
し
た
全
員
の
心
を

一
つ
に
し
た
。

　

児

童

生

徒
、

教

職

員

が

心

を

一

つ

に
、SM

ILE

と

H
A

PPY

の
溢
れ
る
素
晴
ら
し

い
運
動
会
と
な
り
、
心
に
刻
ま

れ
た
行
事
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

応
援
合
戦
で
エ
ー
ル
交
歓

運
動
会
で
元
気
に
競
技

に
参
加
す
る
児
童
生
徒

た
ち
︵
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
︶

２年ぶりに運動会
NY 日本人学校

現在の校舎で最後の熱戦

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.facebook.com/
http://www.jwsnj.org/
https://satoricollegeplanning.com/
http://starchildny.com
tel:2122136069
mailto:info@alto-edu.com
http://www.gwjs.org
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 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
︵
濟
藤
和
彦
校
長
、
生
徒
数

３
０
５
人
︶
幼
稚
部
は
９
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
保
育
で
﹁
こ
ど
も

の
日
﹂
の
工
作
を
行
っ
た
。

　前
週
の
オ
ン
ラ
イ
ン
保
育
で

﹁
こ
ど
も
の
日
﹂
の
行
事
を
紹

介
し
、
絵
の
具
を
使
っ
て
色
と

り
ど
り
に
仕
上
げ
た
鯉
の
ぼ
り

を
作
っ
た
。
そ
し
て
９
日
に
包

装
紙
で
折
っ
た
兜
を
か
ぶ
り
、

自
作
の
鯉
の
ぼ
り
を
持
っ
て
元

気
い
っ
ぱ
い
の
う
れ
し
そ
う
な

笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

プリンストン日本語学校

幼稚部でこどもの日

　
米
社
会
保
障
局
︵
Ｓ
Ｓ
Ａ
︶

は
７
日
、
２
０
２
０
年
出
生

し
た
新
生
児
の
名
前
ラ
ン
キ

ン
グ
を
発
表
し
、
男
子
で
は

﹁Liam

︵
リ
ア
ム
︶﹂、
女
子

で
は
﹁O

livia

︵
オ
リ
ビ
ア
︶﹂

が
最
も
多
か
っ
た
。 

　
上
位
５
位
は
次
の
通
り
。
男

子
の
２
位
はN

oah

︵
ノ
ア
︶、

３
位O

liver

︵
オ
リ
バ
ー
︶、

４
位E

lijah

︵
エ
リ
ヤ
︶、
５

位W
illiam

︵
ウ
ィ
リ
ア
ム
︶。

女
子
の
２
位
はE

m
m

a

︵
エ

マ
︶、
３
位A

va

︵
ア
バ
︶、

４
位C

harlotte

︵
シ
ャ
ー
ロ

ッ
ト
︶、
５
位Sophia

︵
ソ
フ

ィ
ア
︶。
上
位
３
位
の
順
位
は

男
女
と
も
に
、
一
昨
年
か
ら
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
同
局
に
は
理

由
と
し
て
、
前
例
の
な
い
コ
ロ

ナ
禍
で
、
親
た
ち
は
馴
染
み
深

い
名
前
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
、

と
解
説
し
て
い
る
。 

　

上

位

10

位

で

は
、

男

子

のM
ason

︵
メ
イ
ソ
ン
︶
と

E
than

︵
イ
ー
サ
ン
︶
の
代
わ

り
に
、
９
位
にH

arry

︵
ハ

リ
ー
︶
と
10
位A

lexander

︵
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
︶
が
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
こ
と
が
わ
ず
か
な

変
化
だ
っ
た
。
昨
年
米
国
に
移

住
し
た
サ
セ
ッ
ク
ス
公
爵
の
名

前H
arry

は
、
前
回
上
位
10

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
は
１

世
紀
以
上
前
の
１
９
１
０
年
だ

っ
た
が
、
近
年
は
英
国
王
室
人

気
で
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
主
に
ポ
ッ
プ
・
カ

ル
チ
ャ
ー
の
影
響
で
順
位
上
昇

が
最
も
著
し
か
っ
た
名
前
は
次

の
通
り
。
男
子
はZyair

︵
ザ

イ
ア
︶、Jaxtyn

︵
ジ
ャ
ッ

ク
ス
テ
ィ
ン
︶、Jakobe

︵
ジ

ャ
コ
ビ
ー
︶、K

ylo

︵
カ
イ

ロ
︶、A

ziel

︵
ア
ジ
エ
ル
︶、

女
子
はA

vayah

︵
ア
バ
ヤ

ー
︶、Denisse

︵
デ
ニ
ー
ス
︶、

Jianna

︵
ジ
ア
ナ
︶、Capri

︵
カ

プ
リ
︶、Rosalia

︵
ロ
ザ
リ
ア
︶。 

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

人気ランキング
ハリー王子人気も影響

Ｑ
　
帰
国
後
の
幼
稚
園
選
び
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
現
地

の
幼
稚
園
に
通
う
4
歳
の
娘
が

お
り
ま
す
。
来
年
に
は
日
本
へ

帰
国
す
る
予
定
で
す
。
娘
は
終

日
現
地
の
幼
稚
園
で
、
ま
た
週

末
も
お
友
達
と
英
語
で
遊
ぶ
こ

と
が
多
く
、
日
本
語
よ
り
も
英

語
が
中
心
の
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
親
と
し
て
は
せ
っ
か
く

覚
え
た
英
語
を
忘
れ
て
ほ
し
く

な
い
と
の
思
い
が
あ
り
、
帰
国

後
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
の
幼
稚
園
に
入
れ
よ
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
の
後
は
日
本
の
小
学
校
に
通

わ
せ
る
つ
も
り
で
お
り
、
年

中
・
年
長
の
短
期
間
だ
け
英
語

の
環
境
に
置
く
こ
と
が
有
意
義

な
こ
と
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
ま

す
。
か
と
い
っ
て
日
本
の
幼
稚

園
に
な
じ
ん
で
く
れ
る
か
心
配

で
す
。
幼
稚
園
選
び
を
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
　
わ
が
家
の
息
子
は
、
現
地

の
幼
稚
園
で
約
3
年
間
過
ご

し
、
5
歳
に
な
る
直
前
に
帰
国

し
ま
し
た
。
幼
児
期
の
英
語
の

習
得
は
大
人
の
場
合
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
速
い
よ

う
で
、
息
子
も
何
不
自
由
な
く

英
語
の
環
境
で
楽
し
い
日
々
を

送
り
ま
し
た
。
帰
国
後
は
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の

幼
稚
園
の
年
中
に
入
り
、
地
元

の
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
、

家
庭
以
外
で
は
英
語
が
中
心
の

毎
日
で
し
た
。
当
時
は
突
然
日

本
語
の
み
の
環
境
に
入
れ
る
こ

と
を
不
安
に
思
い
、
ま
た
、
も

う
少
し
し
っ
か
り
英
語
を
定
着

さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
、
迷
わ
ず
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
い
う
選
択
を

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

い
ま
振
り
返
る
と
、
言
語
習
得

に
大
切
な
こ
の
時
期
に
、
得
た

も
の
と
逃
し
て
し
ま
っ
た
も
の

の
両
方
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
わ
が
家
の

経
験
で
す
が
、
少
し
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
親
と
し
て
は
、
帰
国
直
後
に

わ
が
子
が
言
語
や
習
慣
の
違
う

環
境
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
は
し

な
い
か
と
、
と
て
も
不
安
に
思

う
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
は

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
は
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

最
適
な
環
境
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
生
活
面
で
は
、
慣
れ
た
英

語
を
使
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
こ
と
で

日
本
に
も
同
じ
よ
う
な
環
境
が

あ
る
と
肌
で
感
じ
、
安
心
で
き

ま
す
。
学
習
面
で
は
、
キ
ン
ダ

ー
の
年
齢
に
な
る
と
読
み
書
き

を
学
習
し
、
英
語
の
基
礎
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

わ
が
家
で
も
当
時
の
学
習
が
そ

の
先
の
英
語
保
持
に
大
変
役
立

ち
、
お
か
げ
で
2
度
目
の
赴
任

の
際
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
現
地
校

に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
、
学
校

生
活
を
楽
し
め
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
こ
の
時
期

に
覚
え
る
べ
き
日
本
語
や
表
現

の
習
得
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
の
ち
に
受
験

の
際
、
国
語
だ
け
で
な
く
、
他

教
科
で
も
記
述
問
題
で
点
数
が

伸
び
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
本
人
の
学
習
の

仕
方
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
が
、
幼
児
期
の
ア

メ
リ
カ
で
の
過
ご
し
方
も
含

め
、
日
本
語
と
接
す
る
時
間
が

不
十
分
だ
っ
た
と
反
省
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
日
本
語
を

話
す
場
面
で
は
随
分
と
遠
慮
が

ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
自
信
を
持
て

な
か
っ
た
の
か
、
特
に
小
学
校

で
は
、
し
ば
ら
く
口
数
が
少
な

く
お
と
な
し
く
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
の
反
動
で
、
家
で
は

英
語
で
話
を
す
る
日
々
が
続
き

ま
し
た
。
い
ず
れ
日
本
語
も
追

い
つ
き
、
問
題
な
く
周
囲
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

の
過
程
で
、
少
な
か
ら
ず
精
神

面
で
の
負
担
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
帰
国
後
の
こ
と
を
考
え
、
今

か
ら
日
本
語
の
準
備
を
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
例
え

ば
日
本
人
の
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ

に
参
加
し
た
り
、
幼
児
対
象
の

学
習
塾
を
利
用
し
た
り
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ご
家
庭
で

は
本
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て

日
本
語
を
聞
き
、
日
本
語
で
答

え
る
こ
と
を
促
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
毎
日
続
け
て
日
本
語

の
時
間
を
持
つ
こ
と
で
随
分
と

日
本
語
を
習
得
で
き
、
お
子
さ

ま
も
気
持
ち
を
楽
に
、
新
し
い

幼
稚
園
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
英
語
に
偏
ら
ず

日
本
語
も
習
得
し
て
お
け
ば
、

帰
国
後
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し

て
も
安
心
し
て
環
境
に
な
じ
む

こ
と
が
で
き
、
長
い
目
で
見
て

お
子
さ
ま
の
自
信
に
つ
な
が
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

  ﹁
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の
会
﹂

で
は
、
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル

に
て
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
前
・
帰
国
後
の
心
配
事
な

ど
、
同
じ
よ
う
に
海
外
で
子
育

て
を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
丁

寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 本欄への相談は

 ●フレンズ帰国生母の会
Tel: 03-3212-8497（東京）
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983 年 10 月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生母の会        冨田 紋相談員
 滞在歴：米国ニューヨーク州 7 年（2 度滞在）

滞在時の子供の年齢：長男 1 歳〜 4 歳、11 歳〜 15 歳

帰国後の幼稚園選びについて

　
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
創
立
41
周
年

を
記
念
し
た
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ
抽
選
会
が
、
６
月
18

日
︵
金
︶
に
開
催
さ
れ
る
。
抽

選
会
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の

協
賛
に
よ
り
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

航
空
の
往
復
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス

チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
る
ラ
ッ
フ
ル

の
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
す
る
。
販

売
期
間
の
延
長
に
伴
い
、
３
月

に
行
わ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
祝
賀

会
の
出
席
者
も
追
加
購
入
が
可

能
。
ラ
ッ
フ
ル
券
は
一
口
20
ド

ル
。
支
払
い
は
ペ
イ
パ
ル
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ド

カ
ー
ド
、
現
金
ま
た
は
チ
ェ
ッ

ク
に
て
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ペ
ー
ジ

https://japan
eseschool.

o
r

g
/

fu
n

d
r

a
is

in
g

/
friendship/

を
参
照
。

NY 育英学園創立 41 周年
ファンドレイジング抽選会

６月 18 日に開催

http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
tel:2122136069
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
https://japaneseschool.org/fundraising/friendship/


https://artofhaiku.org/
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高
校
一
年
、
元
気
い
っ
ぱ
い

な
晴
れ
た
気
分
で
現
地
校
に
通

い
、
有
意
義
な
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
私
は
、
予
想
外
の
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
で
生
活
を
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
に
さ
れ
ま
し
た
。
一
日
の

予
定
が
崩
れ
、
友
達
と
も
会
え

な
く
な
り
、
家
で
何
も
せ
ず
た

だ
単
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
日
が
ど

ん
ど
ん
多
く
な
り
ま
し
た
。
大

好
き
な
イ
ラ
ス
ト
も
だ
ん
だ
ん

と
描
く
元
気
が
無
く
な
り
、
部

屋
に
こ
も
り
つ
つ
食
事
を
し
な

く
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
チ
ャ
ッ
ト

で
ど
ん
な
に
新
し
い
友
達
を
作

っ
て
も
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
遊

ん
で
も
、
憂
鬱
な
ま
ま
で
し
た
。

悲
し
く
な
っ
た
と
き
は
、
珍
し

く
本
を
読
ん
だ
時
も
何
回
か
あ

り
、
全
体
的
に
私
ら
し
さ
が
少

し
ず
つ
か
す
ん
で
い
っ
た
何
ヶ

月
間
で
し
た
。

　
そ
う
や
っ
て
こ
も
っ
て
い
る

間
、
色
ん
な
こ
と
を
考
え
た
の

も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
は
結
局
、
と
っ
て
も

内
観
的
な
時
間
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
学
校
に
い
る
間
は
、

過
去
や
、
後
悔
し
た
こ
と
を
思

い
返
す
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
一
日
中
家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
と
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
み
た

い
に
思
い
出
が
戻
っ
て
き
、
顔

に
ぶ
ち
当
た
っ
て
く
る
の
で

す
。
そ
う
な
る
と
、
取
り
組
む

と
い
う
よ
り
、
逆
に
余
計
布
団

に
潜
り
込
ん
で
、
一
生
動
き
た

く
な
い
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
私
は
、
親
友
と
の
冒
険
や
ふ

ざ
け
た
行
為
を
通
し
て
、
そ
の

思
い
か
ら
逃
れ
ま
し
た
。
二
人

で
貨
物
列
車
の
線
路
を
歩
き
、

高
架
線
か
ら
下
の
車
を
眺
め
な

が
ら
会
話
し
て
、
そ
れ
だ
け
で

十
分
だ
っ
た
の
で
す
。
た
っ
た

そ
れ
だ
け
で
、
私
は
憂
鬱
か
ら

抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
、
な
ん

と
な
く
幸
せ
な
何
時
間
か
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
彼
女
と
キ
ャ
ン

プ
を
し
て
、
二
人
で
森
や
川
辺

を
散
歩
し
た
時
も
、
私
は
﹁
自

由
﹂
を
心
か
ら
実
感
で
き
た
と

思
い
ま
す
。﹁
周
り
の
世
界
か

ら
離
れ
る
こ
と
﹂
は
、
自
分
の

布
団
か
、
森
か
、
場
所
に
よ
っ

て
効
果
が
圧
倒
的
に
変
わ
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
静

か
な
夜
空
に
囲
ま
れ
た
時
の
暗

闇
も
、
朝
三
時
ま
で
自
分
の
部

屋
で
夜
更
か
し
し
た
時
の
静
か

さ
と
暗
闇
と
は
ま
た
違
う
っ
て

こ
と
も
。

　
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
な
っ
て
も

変
わ
ら
な
い
の
は
、
ピ
ア
ノ
の

前
に
座
っ
て
、
デ
ビ
ュ
ッ
シ
ー

の
ア
ラ
ベ
ス
ク
、
ラ
ヴ
ェ
ル
の

パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
な
ど
を
弾
い
た
時

の
感
覚
で
す
。
指
先
か
ら
感
情

が
こ
ぼ
れ
出
て
、
け
ん
ば
ん
に

染
み
込
ん
で
い
く
感
覚
ほ
ど
、

心
を
い
や
す
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
言
葉
を
使
っ
て
心
持
ち
を

表
現
す
る
の
は
恥
ず
か
し
い
、

情
け
な
い
。
だ
か
ら
、
鮮
や
か

な
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
心
の
奥
底
の
色
を
表
し
ま
し

た
。
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
溢
れ

出
て
き
そ
う
に
な
る
状
態
で
ピ

ア
ノ
に
向
か
う
時
が
、
一
番
上

手
に
弾
け
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

十
年
間
続
け
て
き
た
か
い
が
あ

っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
2
０
１
９
年
、
私
は
3
年

間
登
っ
て
き
た
山
の
頂
上
ま

で
や
っ
と
た
ど
り
着
け
ま
し

た
。
自
分
の
短
所
や
長
所
を
認

め
、
受
け
入
れ
、
今
の
自
分
を

初
め
て
好
き
に
な
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
、
突
然
足
元
の
地

面
が
砕
け
、
地
の
底
に
落
ち
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
八

月
の
中
旬
に
得
た
初
め
て
の
バ

イ
ト
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
私

は
再
び
登
り
始
め
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
家
の
近
く
の
老
人
ホ

ー
ム
で
、
食
事
の
用
意
を
し
、

部
屋
に
配
る
わ
り
と
簡
単
な
仕

事
で
、
新
し
い
環
境
や
人
と
い

る
だ
け
で
、
心
に
力
が
戻
っ
て

く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
最
近

ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
再
開

し
、
私
は
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
と
し

て
も
働
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
せ
い

で
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
日

常
は
、
自
分
の
力
で
処
理
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
ん
だ
ん

自
信
を
取
り
戻
し
、
て
っ
ぺ
ん

を
目
指
し
て
一
歩
一
歩
進
ん
で

い
き
ま
す
。
あ
の
時
み
た
い
に

逃
げ
出
す
よ
り
、
素
直
に
気
持

ち
に
向
き
合
っ
て
、
少
し
ず
つ

私
を
取
り
返
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　︵
米
国
生
ま
れ
︶
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朝
起
き
た
ら
ぼ
く
は
、
少
し

さ
び
し
い
気
持
ち
が
し
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
今
日
ぼ
く
の
お

姉
ち
ゃ
ん
が
、
ミ
シ
ガ
ン
の
学

校
に
長
い
間
行
っ
ち
ゃ
う
か
ら

で
す
。
ぼ
く
は
お
姉
ち
ゃ
ん
を

送
る
た
め
に
、
車
に
乗
り
ま
し

た
。
車
は
荷
物
で
す
ご
く
パ
ン

パ
ン
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
お
か
し
、
本
、
ア
イ

パ
ッ
ド
で
ひ
ま
つ
ぶ
し
を
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
荷
物
が

多
す
ぎ
て
ひ
ま
つ
ぶ
し
が
で
き

る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
ん
と
か
、
本
も
読
み
終

わ
っ
て
お
か
し
も
食
べ
終
わ
っ

た
か
ら
、
ね
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
だ
け
ど
ず
っ
と
七
時
間
も

ね
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
か

ら
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
し
り
と
り

と
か
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
時
間
が
経

っ
て
い
ま
し
た
。
ミ
シ
ガ
ン
の

学
校
に
着
く
と
、
ぼ
く
達
は
お

姉
ち
ゃ
ん
の
荷
物
を
下
ろ
し
ま

し
た
。
そ
の
時
、
ぼ
く
は
、
こ

の
た
く
さ
ん
の
荷
物
が
な
く
な

る
と
車
の
中
が
広
く
な
る
か

ら
、
ご
ろ
ん
と
で
き
て
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
お
姉
ち
ゃ
ん
が
コ
ロ

ナ
の
検
査
を
し
て
い
る
間
、
ぼ

く
達
は
お
姉
ち
ゃ
ん
が
り
ょ
う

の
生
活
に
必
要
な
ミ
ニ
冷
蔵
庫

を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
学
校
に
も
ど
っ
た

ら
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
悲
し
そ
う

な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
荷
物

を
運
び
終
わ
っ
て
、
さ
よ
な
ら

す
る
時
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
泣
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

な
ん
で
泣
い
て
い
る
の
か
す
ぐ

わ
か
り
ま
し
た
。
ず
っ
と
い
っ

し
ょ
に
い
た
家
族
と
は
な
れ
る

な
ん
て
、
さ
び
し
い
は
ず
で
す
。

ぼ
く
も
さ
び
し
く
な
る
な
っ
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
こ
う
い

う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
メ

ロ
ン
と
お
せ
ん
べ
い
を
独
り
じ

め
で
き
る
か
ら
、
う
れ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
ご

め
ん
ね
。

　
　
　
　︵
滞
米
３
年
10
か
月
︶

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

　
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ス

マ
ス
の
違
い
は
、
調
べ
て
み
る

と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
四
つ
の
大
き
な
違
い

を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
な
ぜ
ク
リ
ス
マ

ス
を
行
う
か
、
の
違
い
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
キ
リ
ス

ト
の
誕
生
を
祝
う
日
な
の
で
、

宗
教
的
な
行
事
と
し
て
お
祝

い
し
て
い
ま
す
。
逆
に
日
本
で

は
、
商
業
目
的
と
し
て
ク
リ
ス

マ
ス
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
違
い
で
す
。
日
本
で
は
家

の
中
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

飾
っ
た
り
、
遊
園
地
な
ど
に
た

く
さ
ん
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
飾
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
で
も
、

ク
リ
ス
マ
ス
が
過
ぎ
る
と
、
す

ぐ
に
片
付
け
て
し
ま
い
、
元
旦

に
向
け
て
の
飾
り
付
け
に
な
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ

の
場
合
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
だ
け
で
は
な
く
、
庭
や
家
に

ま
で
ラ
イ
ト
を
付
け
た
り
、
飾

り
付
け
し
た
り
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
飾
り
は
、
年
明
け
ま

で
そ
の
ま
ま
の
場
合
が
多
い
で

す
。

　
三
つ
目
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を

誰
と
過
ご
す
か
、
で
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
家
族
や
親
戚
と
集

ま
っ
て
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
す
る
の
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

日
本
は
違
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
家
族
と
過
ご
す
人
も
い
ま
す

が
、
日
本
は
恋
人
と
過
ご
す
日
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
つ
目
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

食
べ
る
物
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
タ
ー
キ
ー
や
ク
ッ
キ
ー
、

バ
タ
ー
ク
リ
ー
ム
ケ
ー
キ
な
ど

を
食
べ
る
そ
う
で
す
が
、
チ
キ

ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
、
シ

ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
は
食
べ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
を
食
べ
る
の
は
、

日
本
独
自
の
習
慣
だ
そ
う
で

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
チ
キ
ン
を

食
べ
る
ら
し
い
、
と
い
う
偏
見

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
チ
キ
ン
を

食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
な
ど

は
、
不
二
家
さ
ん
が
ク
リ
ス
マ

ス
に
初
め
て
作
っ
て
販
売
し
た

の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
違
い
か
ら
、
日
本

は
独
自
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
創
り

上
げ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
意
外
に
た
く
さ
ん
の
違
い

が
あ
っ
た
の
で
、
他
の
祝
日
な

ど
に
つ
い
て
も
比
べ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　︵
滞
米
２
年
８
か
月
︶

　
ぼ
く
は
、
か
ぞ
く
と
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン

に
行
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

春
の
お
花
が
た
く
さ
ん
さ
い
て

い
ま
し
た
。
黄
色
の
た
ん
ぽ
ぽ
、

ピ
ン
ク
の
さ
く
ら
、
む
ら
さ
き

と
黄
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
白

と
ピ
ン
ク
の
れ
ん
げ
そ
う
、
黄

色
の
な
の
花
、
む
ら
さ
き
の
す

み
れ
が
さ
い
て
い
ま
し
た
。
と

く
に
さ
く
ら
の
花
が
た
く
さ
ん

さ
い
て
い
ま
し
た
。
春
の
風
が

ピ
ュ
ー
ッ
と
ふ
い
て
さ
く
ら
の

花
が
下
に
お
ち
て
、
ピ
ン
ク
の

さ
く
ら
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
で
き

た
あ
と
、
お
ち
た
花
を
つ
か
ん

で
マ
マ
に
な
げ
ま
し
た
。
お
ね

え
さ
ん
と
お
に
ご
っ
こ
も
し
て

あ
そ
び
ま
し
た
。
と
て
も
き
も

ち
よ
く
、
た
の
し
い
一
日
で
し

た
。
　
　
　
　︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ﹁
感
情
か
ら
逃
げ
た
私
﹂

　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
プ
レ
ツ
ィ
オ
ー
サ　

沙
綾

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
日
米
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
違
い
﹂

　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
澤　

陽
菜
子

 「さくらの花」
　　ニューヨーク育英学園

  　　　サタデースクールマンハッタン校小２

　　　　　　　　　木村　アレクサンダー

森
の
も
み
じ
が

風
で
ゆ
れ
る
葉
の
お
と

地
面
か
ら
生
え
る
木
が

緑
に
光
っ
て
い
る
こ
と
が

ま
っ
す
ぐ

ま
っ
す
ぐ

ま
っ
す
ぐ

ま
っ
す
ぐ

り
っ
ぱ
に
木
が
生
え
て
い
る

海
の
よ
う
な
綺
麗
な
空
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　︵
滞
米
８
年
︶

 「山の風景」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校中１

　　　　　　　　　　　　  稲田　恵太朗　

 ﹁
さ
よ
な
ら
の
日
﹂

　
　
オ
ハ
イ
オ
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
補
習
授
業
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井　

美
尋

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
に
あ
る
住
居
形
態
は
、
大
き
く
４
つ
に

分
類
さ
れ
る
。
一
軒
家
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
、
す
べ
て
賃
貸
の
レ

ン
タ
ル
ビ
ル
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
そ
し
て
コ
ー
プ
だ
。
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
は
日
本
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
一
番
近
く
、
買
取
価
格

の
資
金
さ
え
用
意
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
誰
で
も
買
え
る
手
軽
さ
が
あ

る
。
一
方
、
コ
ー
プ
は
共
同
会
社
の
た
め
、
入
居
審
査
方
法
が

ま
っ
た
く
異
な
る
。
コ
ー
プ
に
よ
っ
て
は
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
む

こ
と
さ
え
禁
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
売
買
に
は
共
同
会

社
の
理
事
会
が
面
接
を
す
る
な
ど
制
約
も
多
く
、
審
査
が
厳
し

い
の
が
特
徴
だ
。
た
だ
し
、
審
査
さ
え
通
れ
ば
、
同
じ
ビ
ル
の

人
々
は﹁
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
わ
か
っ
た
信
頼
に
足
る
人
々
﹂

と
い
う
安
心
感
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
地
元
の
人
々
の
間
で
は
長
年
人
気
を
誇
っ
て
き
た
住
居
形

態
だ
。
海
外
か
ら
の
投
資
物
件
に
は
不
向
き
な
コ
ー
プ
だ
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
腰
を
落
ち
着
け
長
く
住
ん
で
み
た
い
と
考
え

る
人
々
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
ラ
イ
フ
を
満
喫
で
き
る
と
っ

て
お
き
の
住
居
ス
タ
イ
ル
と
言
え
る
。

　
写
真
の
部
屋
は
、
そ
ん
な
コ
ー
プ
の
中
で
も
ル
ー
ル
が
比
較

的
自
由
で
ユ
ニ
ー
ク
な
ゆ
っ
た
り
し
た
ワ
ン
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
の

物
件
。
63
丁
と
三
番
街
の
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
デ
ー
ル
ス
は
目
と
鼻

の
先
、
地
下
鉄
は
Ｆ
、
Ｎ
、
Ｑ
、
Ｒ
、
４
、
５
、
６
番
と
ど
の

ラ
イ
ン
も
数
ブ
ロ
ッ
ク
以
内
と
い
う
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

ゆ
っ
た
り
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
も
う
一
つ
の
小
部
屋
に
変

更
も
可
能
。
大
き
な
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
本
格
的
な
料
理
好
き
に

は
嬉
し
い
シ
ェ
フ
仕
様
の
キ
ッ
チ
ン
、
キ
ッ
チ
ン
の
端
に
は
グ

ラ
ナ
イ
ト
の
朝
食
カ
ウ
ン
タ
ー
付
き
。
さ
ら
に
キ
ッ
チ
ン
の
ド

ア
は
中
国
の
骨
董
ア
ー
ト
。
洗
濯
機
乾
燥
機
も
バ
ス
ル
ー
ム
の

隣
に
設
置
。
ビ
ル
の
管
理
は
三
ツ
星
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ー
も
万

全
。
24
時
間
ド
ア
マ
ン
に
駐
車
場
も
完
備
。
保
証
人
付
き
購
入

可
、Pied-a-terre

︵
別
宅
︶
と
し
て

の
購
入
及
び
ペ
ッ
ト
可
。
１
９
６
１
年

築
、
セ
ン
ト
ラ
ル
エ
ア
コ
ン
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
完
備
。
価
格
は
56
万
５
０
０
０

ド
ル
、
月
々
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

３
１
８
０
ド
ル
。
モ
ー
ゲ
ー
ジ
75
％
可
。

　問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
３
０
２
・
３
６
９
８
、

Ｅ
メ
ー
ル
　hm

urase@
bhsusa.com

 

　
村
瀬
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
ハ
リ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
レ

ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
販
売
︶

NY のコープというステイタス
　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
Ｎ

Ｙ
州
知
事
は
12
日
の
会
見
で
、

ブ
ロ
ン
ク
ス
に
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス

鉄
道
と
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
駅
に

接
続
す
る
4
つ
の
新
し
い
駅
の

計
画
を
発
表
し
た
。
メ
ト
ロ
ノ

ー
ス
鉄
道
は
モ
イ
ニ
ハ
ン
ホ
ー

ル
を
経
由
し
て
ペ
ン
駅
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
コ

ー
プ
シ
テ
ィ
、
モ
リ
ス
パ
ー

ク
、
ハ
ン
ツ
ポ
イ
ン
ト
に
も
新

し
い
駅
を
計
画
。
既
存
の
鉄
道

イ
ン
フ
ラ
を
転
用
し
て
、
ブ
ロ

ン
ク
ス
の
歴
史
的
に
サ
ー
ビ
ス

が
行
き
届
い
て
い
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
交
通
ア
ク
セ
ス
を
提

供
す
る
。連
邦
政
府
が
署
名
後
、

２
０
２
５
年
ま
で
実
現
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
ク
オ
モ
知
事
は
﹁
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終
了
ま
で
に
メ
ト
ロ
ノ
ー

ス
鉄
道
の
改
善
の
一
環
と
し

て
、
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
を
除
く

１
６
０
の
列
車
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
、
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
再
開
発

す
る
大
き
な
計
画
の
一
部
に
な

る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
が
ペ
ン
駅
に

　
デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
は
17
日
、

地
下
鉄
内
の
犯
罪
増
加
を
受
け

て
、
警
官
パ
ト
ロ
ー
ル
人
数
を

２
５
０
人
増
員
し
て
、
過
去
25

年
で
最
大
の
３
２
５
０
人
に
増

強
す
る
と
発
表
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
地
下

鉄
は
１
年
ぶ
り
に
24
時
間
運
行

に
戻
っ
て
い
る
が
、
昨
年
か
ら

今
年
に
か
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
で

地
下
鉄
利
用
客
が
激
減
し
た

た
め
、
今
年
１
〜
５
月
の
地

下
鉄
内
犯
罪
発
生
件
数
自
体

は
３
５
５
件
と
昨
年
同
期
の

５
５
９
件
か
ら
減
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
殺
人
事
件
は
４
件
今

年
に
入
り
発
生
し
て
お
り
、
昨

年
、
一
昨
年
２
年
通
し
の
計
６

件
と
比
べ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

乗
客
が
少
な
い
こ
と
が
犯
罪
を

助
長
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

24
時
間
運
行
へ
の
移
行
に
伴

い
、
地
下
鉄
車
内
が
ホ
ー
ム
レ

ス
の
﹁
簡
易
ホ
テ
ル
﹂
、
犯
罪

の
温
床
に
な
ら
な
い
よ
う
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
。

地
下
鉄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

警
察
官
を
２
５
０
人
増
員
へ

mailto:hmurase@bhsusa.com
mailto:hmurase@bhsusa.com
mailto:hmurase@bhsusa.com
https://www.redacinc.com/
http://brooklyntime.net
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
mailto:kayhasebe@gmail.com
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 第 404 回

　
日
本
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。
当
初
5
月
11
日
ま
で

と
さ
れ
て
い
た
東
京
都
、
大
阪

府
、
京
都
府
、
兵
庫
県
の
緊
急

事
態
宣
言
が
31
日
ま
で
延
長
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
東
京
都
で

は
博
物
館
の
再
開
館
を
巡
っ
て

混
乱
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
政
府
は
、
基
本
的
対
処
方
針

に
基
づ
き
、
5
月
12
日
か
ら

１
０
０
０
㎡
超
の
博
物
館
は
、

５
０
０
０
人
を
上
限
と
し
、
収

容
定
員
の
50
％
以
内
の
参
加
人

数
で
、
午
後
9
時
ま
で
な
ら
営

業
で
き
る
と
条
件
を
緩
和
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
都
内

の
5
つ
の
国
立
文
化
施
設
︵
東

京
国
立
博
物
館
、
国
立
科
学
博

物
館
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、

国
立
新
美
術
館
、
国
立
映
画
ア

ー
カ
イ
ブ
︶
は
、
5
月
10
日
に

再
開
館
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
東
京
都
は
、
緊
急
事

態
宣
言
中
の
人
流
の
抑
制
を
最

優
先
に
不
要
不
急
の
外
出
・
移

動
の
自
粛
等
を
要
請
し
、
博
物

館
も
﹁
休
業
要
請
﹂
の
対
象
と

し
、
１
０
０
０
㎡
以
下
で
あ
っ

て
も
﹁
休
業
の
協
力
依
頼
﹂
と

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に
伴

い
、
都
立
文
化
施
設
は
引
き
続

き
休
館
・
休
園
と
な
り
、
開
催

を
予
定
し
て
い
た
文
化
事
業
も

休
止
・
中
止
を
決
め
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
10
日
の
夜
、
小

池
百
合
子
都
知
事
か
ら
都
倉

俊
一
文
化
庁
長
官
宛
に
都
内

の
国
立
文
化
施
設
の
休
館
の
継

続
を
文
書
で
要
請
し
、
協
議
の

末
、
11
日
に
は
一
転
し
て
休
館

を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
東
京
都
は
、
遊
園
地
や

演
芸
場
、
劇
場
が
人
数
制
限
や

時
短
を
実
施
し
た
上
で
再
開
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
収
容
人
数

が
少
な
い
博
物
館
や
映
画
館
が

休
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
合

理
的
理
由
、
科
学
的
根
拠
を
説

明
し
て
お
ら
ず
、
す
っ
き
り
し

な
い
決
着
と
な
り
ま
し
た
。
萩

生
田
文
部
科
学
大
臣
も
﹁
文
化

に
は
国
民
の
心
を
癒
し
た
り
、

勇
気
づ
け
た
り
す
る
効
果
が
あ

る
﹂
と
す
る
一
方
で
、
東
京
都

が
﹁
閉
め
る
こ
と
で
、
よ
り
緊

急
事
態
宣
言
の
効
果
が
上
が
る

と
い
う
判
断
を
さ
れ
れ
ば
理
解

を
し
た
い
﹂
と
述
べ
て
い
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
状

況
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開

催
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
大
阪
府
及
び
大
阪
市
の
文
化

施
設
も
引
き
続
き
休
館
・
休
園

と
な
り
、
大
阪
府
か
ら
の
要
請

を
受
け
、
早
い
段
階
か
ら
国
立

国
際
美
術
館
や
国
立
民
族
学
博

物
館
が
休
館
を
決
め
ま
し
た
。

　
京
都
で
は
、
京
都
府
及
び
京

都
市
の
文
化
施
設
が
休
館
を
延

長
し
ま
し
た
が
、
当
館
及
び
京

都
国
立
近
代
美
術
館
は
、
京
都

府
か
ら
そ
の
よ
う
な
要
請
が
な

か
っ
た
た
め
、
再
開
館
し
ま
し

た
。
当
館
で
開
催
し
て
い
た﹁
鑑

真
和
上
と
戒
律
の
あ
ゆ
み
﹂
展

は
、
5
月
16
日
に
は
会
期
末
と

な
り
、
翌
週
か
ら
の
展
示
替
え

期
間
中
︵
6
月
4
日
ま
で
︶
は
、

無
料
で
庭
園
開
放
を
行
い
ま

す
。
京
都
国
立
近
代
美
術
館
で

開
催
中
の
﹁
ピ
ピ
ロ
ッ
テ
ィ
・

リ
ス
ト
：Y

our Eye Is M
y 

Island

〜
あ
な
た
の
眼
は
わ
た

し
の
島
〜
﹂
展
は
、
1
週
間
会

期
を
延
長
す
る
予
定
で
す
。
た

だ
し
、
京
都
市
内
の
私
立
博
物

館
は
判
断
が
分
か
れ
、
京
都
鉄

道
博
物
館
や
京
都
水
族
館
は
再

開
し
た
一
方
、
岡
崎
公
園
に
あ

る
細
見
美
術
館
や
嵐
山
に
あ
る

福
田
美
術
館
な
ど
は
、
月
末
ま

で
休
館
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
博
物
館

は
、
人
々
に
心
の
安
ら
ぎ
を
与

え
る
場
で
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、
各
設
置
者
の
賢
明
な
判

断
を
望
み
た
い
も
の
で
す
。

︵
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
︶

緊急事態宣言

延長に伴う混乱

クイック USA

48

今
年
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
拠
り
所

  

皆
様
の
中
に
は
、
4
月
か
ら

新
年
度
を
迎
え
た
企
業
様
も
多

い
の
で
は
な
い
か
と
察
し
ま

す
。
今
回
は
新
年
度
の
到
来
に

あ
わ
せ
て
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
つ
い
て
取
り

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
必
要
に
応

じ
て
行
え
ば
よ
い
の
で
す
が
、

２
０
２
１
年
に
限
れ
ば
、
こ
の

時
期
を
逃
さ
ず
に
着
手
し
て
ほ

し
い
理
由
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。

　
ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ

て
か
ら
1
年
余
り
が
経
過
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
も
進
ん

で
は
い
る
も
の
の
、
変
異
種
に

よ
る
拡
大
感
染
も
あ
っ
て
、
ま

だ
ま
だ
収
束
に
は
ほ
ど
遠
い
状

況
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

下
、
新
政
権
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

救
済
の
た
め
の
経
済
支
援
策

や
新
た
な
法
令
︵
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ: 

A
m

erican
 R

escue P
lan 

A
ct of 2021

︶
な
ど
が
矢
継

ぎ
早
や
に
出
さ
れ
、
す
で
に
そ

の
効
果
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

あ
と
は
年
内
中
に
時
間
軸
を
仕

切
っ
て
の
法
令
の
実
施
を
確
実

に
遂
行
し
て
い
く
段
階
と
な
り

ま
し
た
。

　
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
実
行
に

移
し
て
い
く
段
階
の
中
で
、
新

た
に
要
求
さ
れ
る
義
務
を
明
確

化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
も
の

と
察
せ
ら
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
新
た
な
枠
組
み
を
企

業
と
し
て
の
実
効
性
と
し
て
反

映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
社
内
で

文
書
化
あ
る
い
は
明
文
化
し
て

お
く
こ
と
が
何
と
い
っ
て
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
要
と
な
る

の
が
、
ま
さ
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

と
い
う
わ
け
で
す
。

　

Ａ

Ｒ

Ｐ

Ａ
︵A

m
erican 

R
escu

e P
la

n
 A

ct o
f 

2021

︶
の
連
邦
法
、
法
令
で

は
な
い
も
の
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︵
疾
病

対
策
予
防
セ
ン
タ
ー
︶
や
Ｏ
Ｈ

Ｓ
Ａ
︵
連
邦
職
業
衛
生
安
全

局
︶
、
そ
し
て
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
︵
連

邦
雇
用
機
会
均
等
委
員
会
︶
な

ど
の
連
邦
行
政
機
関
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
各
種
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
そ
し
て
各
州
で
法
令
化
さ

日
米
年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

日
米
の
年
金
を
通
算
し
た
上
で
、

ど
ち
ら
か
の
年
金
を
選
択
す
る
の
？

れ
た
州
法
を
取
り
入
れ
た
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
レ
ビ
ュ
ー
と
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
が
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

み
な
ら
ず
、
企
業
と
し
て
よ
り

重
要
で
あ
る
の
は
、
従
業
員
の

方
々
を
コ
ロ
ナ
か
ら
守
っ
て
い

く
と
い
う
よ
り
大
き
な
視
点
で

あ
り
、
根
本
的
な
取
り
組
み
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
単
に

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
改
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
的

な
意
図
だ
け
で
は
な
く
、
従
業

員
を
、
さ
ら
に
は
会
社
を
コ
ロ

ナ
か
ら
守
る
上
で
の
避
け
て
通

る
こ
と
の
で
き
な
い
拠
り
所
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。  

　
次
に
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
上
で

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要
な
箇
所

を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
ご
指
南
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
対
策
を
会

社
の
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
書
き
加

え
て
く
だ
さ
い
。O

SH
A

か

ら
出
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
も
職
場
に
お
け
る
感
染
予

防
ポ
リ
シ
ー
の
作
成
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
ポ
リ
シ
ー
も
会

社
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
す

る
と
し
た
立
場
で
作
成
さ
れ
ま

す
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ

う
。E

E
O

C

の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

添
っ
た
形
で
の
ポ
リ
シ
ー
作
成

が
今
の
と
こ
ろ
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
に
な
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
感
染
予
防
な
ら
び
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
直
接
的
に
関
連
す

る
の
で
す
が
、
会
社
が
提
供
す

る
コ
ロ
ナ
関
連
に
お
け
る
有
給

シ
ッ
ク
リ
ー
ブ
に
つ
い
て
、
新

た
な
ペ
ー
ジ
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
会
社
が
あ
る
州
に
よ
っ
て

は
、
州
法
に
よ
っ
て
従
業
員
の

自
主
隔
離
や
検
査
、
そ
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
有
給
シ

ッ
ク
リ
ー
ブ
を
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
面
が
出
て
ま
い

り
ま
す
。
各
州
法
ご
と
に
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
し
て
い
る
記
述

で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す

の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
法
律

の
専
門
家
に
見
て
も
ら
っ
た
ほ

う
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
こ
の
1
年
の
間
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
が
す
っ
か
り
定
着
し
た
節
が

あ
り
ま
す
。
新
た
に
テ
レ
ワ
ー

ク
ポ
リ
シ
ー
を
作
っ
て
お
く
こ

と
は
ほ
ぼ
必
須
だ
と
存
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
ポ

リ
シ
ー
を
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
入

れ
る
際
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
中
の

休
憩
時
間
な
ど
を
含
め
た
勤
怠

管
理
、
残
業
の
事
前
承
認
、
報

告
の
仕
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
さ
ら
に
テ
レ
ワ
ー
ク
で

発
生
す
る
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
な

ど
で
の
経
費
の
支
払
い
な
ど
に

つ
い
て
も
社
内
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
な
る
枠
組
み
を
作
っ
て
お

く
こ
と
が
あ
と
あ
と
従
業
員
と

の
間
で
の
揉
め
事
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
る
か
と

感
じ
ま
す
。  

 

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
も
一
定
の

割
合
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
続
け
る

企
業
は
残
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
な
ど

に
出
勤
し
て
の
勤
務
と
週
の
何

日
か
は
自
宅
で
働
く
テ
レ
ワ
ー

ク
と
の
共
存
、
つ
ま
り
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
で
の
勤
務
形
態
が
今

後
の
新
し
い
ト
レ
ン
ド
と
し
て

定
着
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
企
業
様
で
遅

か
れ
早
か
れ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
ポ

リ
シ
ー
の
作
成
は
待
っ
た
な
し

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
多

く
の
変
化
を
受
け
入
れ
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
避
け

て
通
れ
な
い
経
営
上
の
勘
所
と

な
る
と
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。

酒
井 

謙
吉
　
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ド
リ
ー
ム
ズ
社
長 

www.919usa.com

　
表
題
の
よ
う
な
質
問
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

日
米
社
会
保
障
協
定
に
よ
り
、

日
本
と
米
国
の
年
金
加
入
期
間

を
い
ず
れ
か
一
方
に
通
算
︵
合

算
︶
し
た
う
え
で
受
給
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
誤
解
で
す
。

　
日
米
社
会
保
障
協
定
は
、
①

社
会
保
障
税
の
二
重
払
い
の

回
避 

②
年
金
の
掛
け
捨
て
防

止
の
目
的
で
２
０
１
５
年
10
月

に
発
効
し
ま
し
た
。
①
は
派

遣
期
間
が
原
則
５
年
以
内
の

米
国
滞
在
で
あ
れ
ば
、
日
本

の
年
金
事
務
所
で
予
め
﹁
適

用
証
明
書
︵C

ertificate of 

C
overage

︶
﹂
を
取
得
し
て

お
け
ば
、
引
き
続
き
日
本
の
厚

生
年
金
、
健
康
保
険
に
加
入
継

続
で
き
、
米
国
の
社
会
保
障
税

は
免
除
と
な
り
二
重
払
い
が
回

避
さ
れ
ま
す
。
②
は
日
米
の
年

金
の
加
入
期
間
を
、
日
米
の
年

金
受
給
資
格
の
算
定
上
相
互
に

通
算
出
来
る
と
い
う
も
の
で

す
。
当
時
の
派
遣
社
員
の
方
の

駐
在
期
間
は
３
年
か
ら
５
年
位

で
せ
っ
か
く
米
国
年
金
制
度
に

加
入
し
て
も
年
金
受
給
資
格
で

あ
る
加
入
10
年
︵
40
ク
レ
ジ
ッ

ト
︶
を
大
半
の
方
が
ク
リ
ア
ー

で
き
ず
掛
け
捨
て
状
態
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、

協
定
が
発
効
し
多
く
の
駐
在
員

経
験
者
に
と
っ
て
も
朗
報
と
な

り
ま
し
た
。
例
え
ば
米
国
年
金

に
５
年
間
加
入
し
て
日
本
に
帰

国
さ
れ
た
方
も
、
日
本
の
年
金

の
加
入
期
間
を
加
算
す
る
こ
と

に
よ
り
受
給
条
件
40
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
ク
リ
ア
ー
し
、
ご
自
身
の

支
払
わ
れ
た
５
年
分
の
米
国
年

金
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
こ
で
米
国
年
金
加
入
期
間

の
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し

て
お
き
ま
す
。
そ
れ
は
①
日
米

の
年
金
制
度
で
受
給
資
格
を
ク

リ
ア
ー
す
る
た
め
の
加
入
期
間

が
不
足
す
る
場
合
、
受
給
資
格

算
定
上
日
米
い
ず
れ
か
の
加
入

期
間
を
通
算
す
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
。
②
日
本
の
遺
族
年
金

の
受
給
資
格
は
こ
れ
ま
で
と
同

様
25
年
以
上
の
加
入
期
間
が
必

要
で
す
。
そ
の
場
合
米
国
年
金

の
加
入
期
間
を
加
算
す
る
こ
と

に
よ
り
25
年
以
上
と
な
れ
ば
、

遺
族
年
金
の
受
給
資
格
を
獲
得

で
き
ま
す
。
日
本
で
も
働
か
れ

て
い
た
ご
主
人
が
米
国
で
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
、
日
本
の
年
金

加
入
期
間
が
少
な
か
っ
た
の
で

日
本
の
年
金
申
請
を
諦
め
て
い

た
方
の
場
合
も
、
米
国
年
金
加

入
期
間
を
加
算
し
て
日
本
の
遺

族
年
金
を
受
給
出
来
ま
す
。
周

り
に
こ
ん
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
年
金
額
は
日
本

の
年
金
加
入
期
間
に
対
応
し
た

金
額
で
す
。
③
ま
た
加
給
年
金

の
受
給
資
格
は
厚
生
年
金
の
加

入
月
数
２
４
０
か
月
︵
20
年
︶

以
上
が
条
件
で
す
が
こ
の
期
間

の
計
算
上
も
米
国
年
金
加
入
期

間
を
加
算
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
加
給
年
金
額
は
生
年
月
日

が
昭
和
18
年
４
月
２
日
以
降
の

場
合
39
万
１
０
０
円
で
す
か
ら

決
し
て
見
落
と
す
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
④
日
米
協
定
に
基

づ
き
日
本
の
障
害
・
遺
族
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、﹁
障
害

の
初
診
日
も
し
く
は
死
亡
日
な

ど
の
直
前
２
年
間
の
う
ち
１
年

間
分
の
ア
メ
リ
カ
の
年
金
加
入

期
間
が
あ
る
こ
と
﹂
と
い
う
条

件
も
あ
り
ま
す
。

　
以
上
か
ら
お
分
か
り
の
様

に
、
通
算
の
意
味
は
、
受
給
資

格
を
ク
リ
ア
ー
す
る
た
め
に
相

手
国
の
年
金
加
入
期
間
を
み
な

し
加
算
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
場
合
の

年
金
額
は
あ
く
ま
で
も
実
際
の

加
入
期
間
相
当
と
な
り
ま
す
。

日
米
の
年
金
制
度
は
そ
れ
ぞ
れ

基
本
独
立
し
た
も
の
で
す
。
申

請
手
続
き
も
別
々
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
通
算
と
は
日
米

の
年
金
を
一
つ
に
合
算
す
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
http://www.919usa.com
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https://www.suhakobi.com
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 BOOKS
　
女
性
の
性
の
解
放
な
ど
と
い

う
言
葉
を
聞
く
と
、
60
年
代
の

ヒ
ッ
ピ
ー
や
フ
ラ
ワ
ー
パ
ワ
ー

世
代
に
は
ピ
ン
と
来
る
も
し
れ

な
い
が
、
今
は
西
暦
２
０
２
１

年
。
半
世
紀
以
上
も
前
の
若
者

た
ち
は
今
や
ゆ
う
に
70
歳
を
超

え
て
限
り
な
く
80
に
近
く
、
カ

ラ
オ
ケ
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
と
呼
ば
れ

て
元
気
な
様
子
が
巷
の
ニ
ュ
ー

ス
で
日
本
か
ら
漏
れ
聞
こ
え
て

く
る
。
こ
の
本
の
主
人
公
の
脚

本
家
・
唐
沢
燿
子
も
古
希
を
迎

え
て
、
日
に
日
に
﹁
老
い
﹂
を

感
じ
て
い
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
年

下
の
男
性
と
出
会
い
、
生
活
が

一
変
す
る
。
男
の
言
葉
に
一
喜

一
憂
す
る
う
ち
に
、
身
も
心
も

溺
れ
て
い
く
。
人
生
後
半
か
ら

﹁
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
燃
え

上
が
る
恋
﹂
に
困
惑
し
な
が
ら

も
、
社
会
的
地
位
や
学
歴
な
ど

教
養
が
邪
魔
を
し
て
自
分
を
曝

け
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
社
会

の
枠
組
み
の
中
で
、
解
き
放
た

れ
た
開
放
感
と
肉
体
の
満
足
、

そ
れ
に
伴
う
心
の
充
実
感
と
性

愛
の
悦
び
に
満
た
さ
れ
た
幸
福

感
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
迎
え
る
突
然
の
出
来
事
に

よ
っ
て
引
き
戻
さ
れ
る
現
実
の

孤
独
。

　
執
筆
し
た
松
井
久
子
さ
ん

は
、
１
９
４
６
年
東
京
出
身
。

早
稲
田
大
学
文
学
部
演
劇
科
卒

で
、
雑
誌
ラ
イ
タ
ー
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
の
プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
を

経
て
、
98
年
に
映
画
﹁
ユ
キ

エ
﹂
で
監
督
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。 

２
０
０
２
年
に
は
﹁
折
り
梅
﹂

を
、
２
０
１
０
年
に
日
米
合
作

の
映
画
﹁
レ
オ
ニ
ー
﹂、
15
年

に
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品

﹁
何
を
恐
れ
る
　
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
を
生
き
た
女
た
ち
﹂
を
制
作

し
、
い
ず
れ
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

で
上
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本

の
知
性
あ
ふ
れ
る
主
人
公
、
燿

子
と
ど
こ
か
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ

す
る
が
、
初
の
小
説
は
、
私
小

説
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
現

実
に
は
で
き
な
い
空
想
の
世
界

を
描
い
た
も
の
だ
と
本
人
は
言

う
。

　
活
字
で
欲
情
す
る
と
い
う
感

覚
を
も
う
随
分
と
長
い
間
、
忘

れ
て
い
る
読
者
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
主
人

公
、
燿
子
の
世
代
の
青
春
時
代

を
振
り
返
る
な
ら
、
日
本
は
や

っ
と
戦
後
の
動
乱
期
を
乗
り
越

え
て
、
高
度
経
済
成
長
の
ど
真

ん
中
、団
塊
世
代
で
受
験
戦
争
、

就
職
戦
争
を
勝
ち
抜
い
て
日
本

経
済
を
支
え
た
二
番
手
く
ら
い

の
世
代
だ
。
今
の
時
代
と
異
な

り
、
性
は
秘
事
で
あ
り
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
密
室
の
物
語
だ
っ

た
。
そ
ん
な
昭
和
な
時
代
丸
出

し
の
女
が
現
代
の
令
和
の
時
代

に
年
下
の
男
と
ラ
イ
ン
で
や
り

と
り
し
て
遠
距
離
恋
愛
す
る
。

何
度
か
逢
え
ば
、
肌
の
温
も
り

も
柔
ら
か
さ
も
自
分
の
肉
体
に

イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
か
ら

ラ
イ
ン
に
流
れ
る
文
字
を
見
る

だ
け
で
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
。
作

品
は
映
像
作
家
ら
し
く
シ
ー
ン

が
情
景
と
し
て
浮
か
び
上
が

り
、
北
海
道
の
雪
の
中
を
歩
く

燿
子
は
70
年
代
の
劇
画
の
エ
レ

ジ
ー
を
纏
っ
た
ヒ
ロ
イ
ン
だ
。

　
2
月
25
日
に
発
売
さ
れ
、
2

か
月
で
3
刷
と
売
れ
行
き
が
好

調
だ
。
男
が
書
い
た
ら
吉
行
淳

之
介
の
よ
う
な
エ
ロ
ス
文
学
に

な
り
、
も
っ
と
ど
ぎ
つ
い
表
現

に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
が
、

松
井
さ
ん
の
文
体
は
、
今
回
執

筆
を
著
者
に
促
し
た
と
い
う
社

会
学
者
、
上
野
千
鶴
子
さ
ん
自

身
が
80
年
代
に
出
し
た
﹃
女
遊

び
﹄
で
堂
々
と
女
性
の
性
器
の

俗
称
を
書
い
た
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
事
件
や
、
開
高
健
が
死
の
直

前
に
書
い
た
﹃
珠
玉
﹄
と
い

う
短
編
集
の
中
に
収
め
ら
れ

た
﹃
一
滴
の
光
﹄
で
表
現
し
た

倒
錯
し
た
性
の
世
界
す
ら
優
し

い
母
性
の
愛
に
満
ち
た
性
の
営

み
に
見
え
て
来
る
か
ら
不
思
議

だ
。昼
間
の
顔
を
脱
ぎ
捨
て
た
、

た
だ
の
女
と
た
だ
の
男
の
至
福

の
時
間
と
現
実
に
訪
れ
る
高
齢

社
会
の
孤
独
を
映
画
手
法
で
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
く
。︵
三
浦
︶

女を捨てない生き方に目覚める
松井 久子・著

中央公論新社・刊

■豊田章男が愛したテストドライバー（稲泉連、小学館文
庫）「運転のことも分からない人に、クルマのことをああ
だこうだと言われたくない」豊田章男にとって、テストド
ライバー成瀬弘との出会いは衝撃だった。こうして始まっ
たドライビングレッスンを通じ、豊田は「クルマとは何か」

「ものづくりとは何か」を学んでいく。創業家社長と老エ
ンジニアの企業再生物語。■命とられるわけじゃない（村
山由佳、集英社）村山由佳の猫エッセイの新刊。『猫がい
なけりゃ息もできない』で愛猫もみじを看取ってから 1 年
後の春。確執の深かった母を亡くした著者は、母の葬儀で
１匹の猫と出会う。その小さな猫が止まっていた時間をふ
たたび動かす。■がんと癌は違います（山本健人、幻冬舎
新書）意識不明の重体。全治 3 か月のケガ。ニュースや小
説・ドラマによく登場する表現だが「意識不明」も「全治」
も医者はほとんど使わない。「がん」と「癌」も意味が違う。
本書ではこれら誤解の素になる 55 の医学用語をやさしく
解説する。■正欲（朝井リョウ、新潮社）生き延びるため
に、手を組みませんか。いびつで孤独な魂が奇跡のように
巡り遭う。自分が信じる「正しさ」は誰かにとっての「暴
力」になりえる。読者の想像力の外側をいく内容で、現在
の社会潮流に一石を投じる。著者も「小説家として大き
なターニングポイントになる作品」と言う、作家生活 10
周年記念の書下ろし長篇小説。■マンハッタンに陽はまた昇る（大江千里、
KADOKAWA）47 歳で日本でのポップミュージシャンとしてのキャリアを
一切捨て愛犬と来米し、ジャズ専門大学に留学。大学卒業と同時に 52 歳で
NY で起業した大江千里。世界中をパンデミックが襲った NY で迎えた 60
歳の誕生日、PCR 検査、ワクチン接種、そして引越し。大江千里が日々を綴っ
たエッセイ。■おとなの教養３（池上彰、ＮＨＫ出版）気候変動にパンデミッ
ク、データ経済とＤＸ、人種・移民問題、米中新冷戦からポスト資本主義まで。
これからの世界を左右する６つのテーマについて、歴史やサイエンス、経済
学の教養にもとづき講義形式でわかりやすく解説する。ニュースの核心が理
解できるようになる、『おとなの教養』シリーズの最新刊。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊国屋書店NY本店

　
創
業
家
社
長
と
老
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
企
業
再
生
物
語
。
村
山
由
佳
の
猫
エ
ッ
セ
イ
。
55
の

医
学
用
語
を
や
さ
し
く
解
説
す
る
。
作
家
生
活
10
周
年
記
念
の
長
篇
小
説
。
大
江
千
里
が

Ｎ
Ｙ
音
楽
暮
ら
し
を
綴
る
。
池
上
彰
の
﹃
お
と
な
の
教
養
﹄
シ
リ
ー
ズ
最
新
刊
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
５
月
30
日
は
﹁
５
３
０
︵
ご

み
ゼ
ロ
︶
運
動
の
日
﹂
と
言
っ

た
ら
、
昭
和
世
代
に
は
わ
か
っ

て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。
本
書

は
大
量
生
産
・
大
量
消
費
と
い

っ
た
問
題
や
ゴ
ミ
問
題
を
テ
ー

マ
に
電
化
製
品
を
主
人
公
に
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
。

　
朝
、
清
掃
ト
ラ
ッ
ク
が
ゴ
ミ

島
へ
運
ぶ
ゴ
ミ
の
中
に
積
ま
れ

た
掃
除
機
の
ク
リ
ー
ナ
お
ば
さ

ん
。
﹁
な
ぜ
、
こ
の
あ
た
し
が

捨
て
ら
れ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の

さ
。
そ
り
ゃ
ホ
ー
ス
が
少
し
傷

ん
で
床
を
こ
す
る
ブ
ラ
シ
が
ち

ょ
っ
と
す
り
減
っ
て
し
ま
っ
た

け
ど
、
心
臓
の
モ
ー
タ
ー
は
び

く
と
も
し
て
な
い
ん
で
す
よ
﹂

と
不
服
そ
う
。
そ
ん
な
つ
ぶ
や

き
も
虚
し
く
、
他
の
電
化
製
品

と
一
緒
に
ゴ
ミ
島
へ
放
り
出
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

ま
だ
使
え
る
の
に
古
く
な
っ
た

と
い
う
理
由
で
捨
て
ら
れ
て
し

ま
っ
た
電
化
製
品
が
い
っ
ぱ

い
。
す
る
と
そ
の
時
、
空
が
ピ

カ
ッ
と
光
る
と
雷
が
落
ち
、
電

化
製
品
に
命
の
電
気
が
通
っ
て

み
ん
な
大
騒
ぎ
。
さ
て
、
そ
の

後
の
運
命
は
い
か
に
？

　
古
く
な
っ
て
捨
て
ら
れ
た
電

化
製
品
た
ち
が
、
物
を
大
事
に

す
る
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る

絵
本
。
　
　
　
　
　
　︵
高
田
︶

ゴ
ミ
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本

 『クリーナおばさんと

カミナリおばさん』
作：西内みなみ　絵：堀内 誠一

福音館書店　1974 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://kkobo.com/
https://www.hondag.com
tel:2122136069
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EVENT
■リンカーンセンター「ザ・グリーン」
＝ 5/10 〜９月　メトロポリタン歌劇場
前にある広場が緑化した憩いのスペース

「ザ・グリーン」に生まれ変わる。ＮＹ
の復活を支援するための取り組みで、屋
外会場が設置されて期間中はダンスや音
楽などのパフォーマンスやワークショッ
プ が 開 催 さ れ る。 詳 細 は https://www.
lincolncenter.org
■ブライアントパーク「ピクニック・パ
フォーマンス」＝ 6/9 〜 9/20　6 番街 40
〜 42 丁目　ニューヨークフィルのコン
サートをはじめ、ニューヨークシティオ
ペラ、ポール・テイラー・ダンスカンパニー
など、ＮＹのさまざまな舞台芸術がライ
ンナップ。音楽、演劇、ダンスなど全 25
回の無料公演を行う。入場無料だが要予
約。詳細は https://bryantpark.org

ONLINE CLASS/SEMINAR
■日本クラブ・スペシャルウェビナー

「日本の伝統工芸 - 漆芸と陶芸」＝ 5/27 
19:00  日本クラブ・WEB ギャラリー出
展アーティストで漆芸家の中島敦子さ
ん、陶芸家の大貫博之氏をゲストスピー
カーに迎え、それぞれの分野の技法や作
品について話しを聞く。参加費無料だ
が要事前申し込み。詳細は https://www.
nipponclub.org
■ ジ ャ パ ニ ー ズ SHARE ウ ェ ビ ナ ー

「 コ ロ ナ ワ ク チ ン と が ん 患 者 」=5/29 
20:00  新型コロナウイルス感染症や同ワ
クチンに関する正確な情報を届けるプロ
ジェクト「こびナビ」の協力による勉強
会。こびナビ副代表の峰宗太郎氏（医学
博士）と幹事の安川康介氏（米国感染症
専門医）を講師に迎え、ワクチンの基本や、
がん患者とコロナワクチンについて解説
する。参加費無料だが要事前登録。詳細
は https://sharejp.org/schedule/2021/5/29

THEATRE
■トライベッカ映画祭＝ 6/9 〜 20　マン
ハッタンのピア 57 ルーフトップ、ハド
ソンヤードのほか、ブルックリンのメト
ロテックコモンズ、スタテンアイランド

のエンパイアアウトレットなど市内５区
に屋外特設会場を設けて上映する。オー
プニングはリン・マニュエル・ミランダ
氏が手掛けたミュージカル『イン・ザ・
ハイツ』の劇場版をワールドプレミア上
映する。詳細は https://tribecafi lm.com/

ART
■第 25 回「JAA ニューヨークで活躍す
る日本人・日系人美術家展覧会」＝ 5/20
〜 29　NY 日系人会（49 W 45th St.11F）
服部夏子、廣瀬ジョージ、篠原有司男ら
26 人のアーティストの作品を展示。入場
無料だが要予約。オンラインでも同時開
催。詳細は https://jaany.org
■ ひ ぐ ち い く ＆ 稲 葉 猛「 ２ 人 展 」 ＝
5/18 〜 31  Gallery128（128 Rivington 
St）tel:212-674-0244  NY 在住のひぐち
と、パリ在住の稲葉のふたりによる絵画
の展覧会。オープニングレセプションは
5/20 午後 5 時から。詳細は https://www.
galleryonetwentyeight.org/
■アート・オン・アベニュー＝〜 7/8　
公募で選ばれた NY 在住アーティスト 31
人の作品を、ウエストビレッジ地区にあ
るコロナ禍でクローズした店舗のショー
ウインドーに展示するパブリックアート
展。オンラインで地図を見ながら作品巡
りができる。日本人では小林園実さん
と遠藤良子さんが参加。詳細は https://
www.artontheavenyc.com/
■ 草 間 彌 生 展「KUSAMA：Cosmic 
Nature」 ＝ 〜 10/31 The New York 
Botan ica l  Garden (2900 Southern 
Boulevard) Tel:718-817-8700  ブロンクス
のニューヨーク植物園で開催中の前衛芸
術家・草間彌生の大規模展示。代表的な
インスタレーション「ナルシスの庭」や
水玉模様の黄色いカボチャ「ダンシング・
パンプキン」などを展示。入場料：ガー
デン＆ギャラリーパスが一般 35 ドル、
学生・65 歳以上 32 ドル、2 〜 15 歳 15
ドル、2 歳以下と会員は無料。チケット・
詳細は https://www.nybg.org
■ゴッホのデジタルアート展 「Immersive 
Van Gogh Exhibit」＝ 6/10 〜 9/6　PIER 
36（299 South St）Tel:212-233-5050　
デジタルアートの巨匠、イタリアのマッ
シミリアーノ・シカルディが制作した映
像を壁や床に投影した空間で、ゴッホの
作品世界を体験できる。これまで世界中
で開催されて人気を博しており、NY 会
場は世界最大。入場料は 39 ドル 99 セン
ト 〜。 詳 細 は https://www.vangoghnyc.
com
■デーヴィッドボーガンの舞踊史：伊藤
さちよと共に（5 月 26 日、水曜、13:00-
14:30) ＮＹ市立図書館、リンカーンセン
ターパフォーミングアーツライブラリー
主催のフリーのプログラム。伊藤さち
よの話と 1991-2019 年の公演作品を上
演。無料オンライン登録：https://www.
eventbrite.com/e/149916182337/

　
沖
縄
三
大
流
派
・
宮
城
流
の

順
子
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
さ
ん
に
よ

る
琉
球
舞
踊
ソ
ロ
演
舞
が
、
６

月
６
日
︵
日
︶
午
後
２
時
30
分

か
ら
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
あ

る
美
術
館
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
・
ア

ー
ト
ス
ペ
ー
ス
︵N

orw
alk 

A
rt Space

：455 W
est 

A
ve.

︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　
美
術
館
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
記
念
す
る
同
月
４
日
︵
金
︶

か
ら
６
日
︵
日
︶
ま
で
の
３
日

間
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
美
術
館
ツ

ア
ー
や
ラ
イ
ブ
音
楽
、
イ
ン
ド

舞
踊
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
行
わ
れ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

さ
ん
は
沖
縄
県
本
島
読
谷
村
出

身
。
１
９
８
８
年
に
来
米
し
、

２
０
０
５
年
か
ら
沖
縄
伝
統
芸

能
活
動
を
開
始
、
桜
祭
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
や
ハ
ー
レ
ム
夏
の

ダ
ン
ス
祭
典
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
に
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

上
演
し
て
い
る
。

　
誰
で
も
見
学
可
能
だ
が
要

事

前

登

録
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

thenorw
alkartspace.org/

exhibitions-events

を

参

照
す
る
。

琉
球
舞
踊
ソ
ロ
公
演

順
子
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
さ
ん

　
ア
ジ
ア
人
ダ
ン
サ
ー
が
各
分

野
の
ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
、
ダ
ン
サ
ー
ズ
・
ア

ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
主
催
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
30
日
︵
日
︶
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
ペ

リ
ー
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
︵
東
13

丁
目
１
２
６
番
地
︶
で
開
催
さ

れ
る
。
当
日
は
午
前
10
時
30
分

か
ら
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
亀
田
由

香
さ
ん
、
正
午
か
ら
は
日
本

舞
踊
の
鈴
木
ケ
ビ
ン
氏
＝
写

真
＝
が
講
師
と
し
て
参
加
す

る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
エ
イ
ペ

ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ー
・
ユ
ー
ス
の

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ズ
を
目
的
と

し
、
5
月
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

諸
島
系
米
国
人
文
化
遺
産
月
間

︵A
sian Pacific A

m
erican 

H
eritage M

onth

︶
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
る
。

　
参
加
費
10
ド
ル
︵
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
参
加
は
無
料
︶。
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://w
w

w
.duny

c-
hi.com

/aapi

を
参
照
す
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

アジア人ダンサー

ワークショップ開催

30 日に対面で

　
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
中

央
の
噴
水
の
あ
る
広
場
に
10

日
、
芝
生
を
敷
い
た
緑
化
ス
ペ

ー
ス
﹁
ザ
・
グ
リ
ー
ン
﹂
が
登

場
し
た
。
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
が
進
め
る
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
リ
ン
カ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
ズ
・
リ
ス
タ
ー

ト
・
ス
テ
ー
ジ
﹂
の
企
画
の
一

つ
で
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
屋
外
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
パ
ー
ク
と
し
て
音
楽
や
ダ
ン

ス
な
ど
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
開
催
さ

れ
る
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の

敷
地
内
に
は
10
か
所
の
屋
外
ス

テ
ー
ジ
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
公

共
図
書
館
、
飲
み
物
が
購
入
で

き
る
バ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
献
血

や
食
料
の
無
料
配
給
、
市
長
選

の
予
備
選
挙
投
票
所
が
設
置
さ

れ
る
予
定
。
22
日
︵
土
︶
は
南

側
に
あ
る
ダ
ム
ロ
ッ
シ
ュ
パ
ー

ク
で
同
セ
ン
タ
ー
室
内
楽
協
会

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
﹁
ド
ボ
ル

ザ
ー
ク
と
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
﹂
、
26
日
︵
水
︶
は
ジ
ュ
リ

ア
ー
ド
音
楽
院
の
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
を
開
催
。
ザ
・
グ
リ
ー
ン

は
今
年
９
月
ま
で
。
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
lincolncenter.org

を
参
照
。

芝
生
の
憩
い
の
場

ザ
・
グ
リ
ー
ン
が
オ
ー
プ
ン
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